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、 中間賠償取 立

評計薑に＝ついて

時
一

大庭 嘉 太 郎

ついての謹明は同大使の地位に鑑み，これが聯合國

側の賠償委員會の基礎案となるぺき性格のものであ

るととは想像に難くないが，その内容が豫期された

こととはいへわが造船業の將來に對して致命的とも

看倣されるものであるだけに，その後の擢移が極め

て注目されつつあり，現にアメリカにおいて開催中

の極東委員會においてこの問題が愼重に審議されて

ゐるとの情報もあったが，ポーレー大使の躍覗から

年年を經過した去る5月25日發行の各新聞ばワシ

ントン23日發UP電報として極東委員會がわが国

に對する中間賠償収立計蚕を探澤した旨を掲載して

ゐる。すなはち同頭に

「極東委員衝は去る’3日日本の財閥11禽杜，陸

海軍造兵廠等を對象とする中閥賠償取立季を可決し
たが,23日の會議でこれに引領き日本の造船業．硫

酵工業及び工作機械製造業を對象とした中間賠償取

立計登を探澤した。議長米國代表フランク・マツコ

イ氏は會議柊了後，この計謹の賠瞳に充當される諸

施設に關L次の通り發表した」

と前置をして，これら3重要工業に對する賠償取立
計賓の内容を報じてゐるが，造船業に對する中間賠
値取立計蓋が

「1．軍艦の建造及び修繕に使用された釜施設

’・造船業一年産］5闘總トンの商船を製造し

得る施設を超過するもの及び300萬總トンの商鉛

除の修繕維持に要する施設を超過するもの全部」

なることを明かにし，さらにこれに開する發表文の

最後に

「前記300萬トンの商船際とは決して日本'二最終的

に保有を許可する船腹童を意朱するもので{まない」

と注意してゐる。

この電文の内容はかなり抽象的で,Lかも獲昧で

あり，これが探澤された取立計蜑案の原文そのまま

であるかどうかについては十分の疑問がもたれるが

その後筆者はこの問題に關する情報を全く目に耳に

しないので，一灌この電文に對する感想を述べてみ

たい。もっとも本文が活字になる頃にはす､Gに取立

計登の具豊的内容が明確になってゐると推測され，

從って筆者のここに述べる感想が全くの見當違ひで

あったり，無駄なものになったりすることも豫想さ

れるが，問題が今後のわが造船業の死活問題である

わが國．いな世界における努働運動の新方式とも

いふべき從業員の生産管理の問題をめく｡って，官民，

努寳の間において眞劇lな議稔が活溌に展開され，毎

日の新聞を賑ばせつつある。勢働者側が生産管理を

主張L,實行する最大の目的が蚕本家の生産サがの

打鹿にあり，こオIによって重要産業部門に主ける生

産の急速な復興を期し，敗戦後のわが經濟危期を突

破して，食糧問題，インフレ胸題，失業問題などの

現下における難問題を一氣に解決L,平和日本を確

立しようとするのである。すなばち生産管理をもっ

て資本家の生産サボに對する唯一の非常手段である

ことを握調してゐる。これに對し責本家側は施設復

奮用及び生産噛渥用の資金及び資材の鉄乏，賠償問

題などにからむ斯業の前途に封する見透難，軍需補

砿問題の未決迄など種々の理由を訴へて，生産塙握

に對する外的條件の極めて不利なるを説き，産業の

急速な復興が蜜際問題として非常に困難である所以

を力読し，生産増握の意欲において決して勢働者側

に劣るものでないことを篇明してゐる。

迭船事業についても略々同羨のことがいへるが，

筆者はここに姓産管理の問題を取りあげて検討論議

しようとするもめではない。しかしながら結果にお

いて生産サボとの非難を招いた原因に對する資本家

側の所説を無下に‘しりぞIナるのは決して安當ではな

く，一脈の眞理さへ見出すことが出來る。殊にわが

遙船事業の將來に對し文字通り決定的の役割を演ず

べき賠憧關係の具礎的措置については官民，勢資の

別を間はず，凡そ楚船事業に|淵係するあらゆる人の

最大の關心の的であり，從ってこれが決定の一日も

速かならんことを切望してゐるのが礎情といへる。

もつとも賠償問題のやうな將來に脇することは一應

度外頑して念頭にをかず，溌賓ともその日の埴産に

一路遡進してこそ國家再建力期待し得られるとの議

論に對して理論的にはなんら異論を挿む餘地はない
のであるが，そこは稗ならぬ人間であり，特にいま

だ資本主義經濟から蝉脱しきらぬ現下の一般牡會情

勢下においては，前途に對する極度の不安を心に藏

したままの仕事に自ら氣合のかからぬことは無理か

らぬと遺憾ながら認めざるを得ない。

昨年12月に稜表された對日派進米國砿憤委員長

ポーレー大使の現物賠償問題に關する具禮的措侭に
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だけに敢て時評の對象とする次第である導一 の富能力を決定することは困難で，建造すべき船舶

まづ｢軍濫の建造及び修繕に使用された全施設」の種窺大さなどによって船臺の回轌率が大嬉に愛

なる意味は単に海軍進船工廠のみを指すものではな化すべきは営然であり,．殊に職時中のやうな簡易化
く，廣く民間造船所におIナるこの瞳施設をも含むもされた漂準型船の重遙に對Lては造船能力が倍以上

のと想像されるが，遥船エ場内において軍艦と商船に増加する。從3てこの｢'5萬總トン｣なる能力は
との遥修施設を赦然と分離することは全く不可能事凡ゆる角度から詳細に検討して判定しなけれぽなら‐

蕪展し，蓮鑑,-遥船などの篭注の比率乃至は工事のぬ問題で，これが賓行には彼我の間に煩はし』,､問題
繁閑に應じて同一施設を適宜両者に對して流用するの起る倶が十分に豫想される。

のが賓情であるかr､，観念論としてはともかくも,‘所要蚕材などの問題を離れ,軍に施設の面のみか

これが溌施には要常な困維を俘占のは當然である。らは「年産’5萬總トン」の新造が一應許可された

もつとも民間造船所中にも，例へぼ浦賀船渠，藤永形となってゐるが，政府は錘舟後かつてのわが占領
・ 0，

田造船所鞍どのやうに協船の溌催に對し軍艦の造修地域の大部分における海運をわ力滴船騒をもって賭

がその割合において著しく上廻ってゐる過去の賓涜ふ計壷を樹て，これに必要なわが保有船腹を約400

を示してゐるものがあり’これらの施設全部を中間、萬トンと見積り，毎年40萬トンの新造計壷を聯合

賠償としての取立の對象とすれば問題ま至極単純化國側に提示して，その承認方を懇請したことがあつ

さ＊るが，蒼臘ポーレー大使によって藤明されたたと聞いてゐる。しかしながらこの計蚕は認められ

「賠償物資を日本から除去するにあたって財閥の所ず,聯合國側の意向としそ差しあたりわが海運は沿

有乃至管理する財産から第一に除主さるべきであ岸航路のみに限定し，これがためには,00萬トン足

る」と併せ老蔵するときは，主要鋤皆工場の殆ど全らずの船腹を保有すれば十分で，從って年間8萬ト

部がその施設を撤去されぞ'ことになり，わが造船業ン新遙読が一般に流布されてゐた。しかるに今回こ

將來に對し由々 しい重大隅題といばればならない。れを遙かに上廻はって，5萬ト,ソと發表されたこと
「年産’3蔑總トンの鹿船&建造し得藍飾設を超過は，普通商船と漁船とを略餐同量に含計’5萬トシ

‘する筵船施設」についても栽多の詠問が起り得る。許可の方針を決定したのではないかと臆測される。

第一に「商船」の意義であるが，軍艦に對する廣義「年産，5萬總トンの商船を製造し得る施設」の存

の商船にば漁船も含まれるが，一般にぱこれを含ま置が認められることになったが，具禮的に残存を許

ないのが通念である｡岬てこの｢商船｣中に,今される趣ﾐｴ場をいかにして選定するかiま明かにさ
後大量建造を決定してゐる漁船，更にこれまた相営れてをらず，聯合國測においてこれを決定して天降
量の建造か豫定されてゐるいばゆる交通船と穂されり式にわれに指令することになれば,,好むと好まざ
る小型族客船が含まれるかどうか甚だ不明確であるとにかか感らず議論の餘地を存[ないが，わが政
る。建艦と遙船との施設が分離し得ざると同嚴に，府に原案を作成させ，これを聯合國側において覇議
あるひはそれ以上に漁船と普通商錯とに對する建造決定するとなると,原案の作成に煙を期さ'なけれ
施設を随別することは絶對に不可能で島,るから,一ぱならなし､｡比較的高級な賊を擁する工場を拾ふ
應「商船」なる言葉ま漁船をも含むと解す愚のが常となれぽ，，5萬トン建造用の施設は2工場見鴬と
識的であるが'｢年産’5萬總トンの商船」では漁船なっ､ごLまひ，まだ技術が低位にある町工場式Dも
の33萬トン造船計蚕の寅施によってわが趣間能力のを多敷残存せしめる方針はわが造船業將來のため
は腹一杯となり，貨物船の建造などはここ営分望み絶對こ不可である｡淀って筆者は財閥駕係などの當
得ないことになる。これと反對に漁船を除外すると尭然除去さるべき大工場を除外し，残存適絡工堀劇刻か
．假定すれば，貨物船などの商船蜜年間15萬トン蓮ら技術,立地などの諸條件を勘案して相溌戯を選定
造し得る施設が國内に残存することか許されを結果L,その各々 の施設を適宜削減して合計15鹿トン
となり，造船業乃至iま海運業の前途に明るい希望をの能力に止めるの具禮縦を提唱する。‘．、

もつことが出来るが'さて漁船建造用の施設を別途最後に｢300蔑總トンの庫船隊の修総紺持厚要す
にどれだけ褒存させるかの鯛閉題に直面する。る施設｣についても遥船施設に對すると略々 同簾な
つぎが「15蔑總トン」なる造船能力の判定である諸問題が解決されてゐないことを附言しておく。

が，遥船能力は遙船施設，すなばち船嚢の寸法及び ‘．（21.6.5)~

つ駁，あるひは肘屡設嫡などを調査して,簡単に造船
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1 50噸型木造

の設計に就て

貨物船 一

金子富雄
ノ、

このかた，科學的進歩の跡は少しも見営らな

い。これらの原因も多掩あらう｡學識ある有能

者は，船といへぱ師船のみを頭に描き，ノ1，さな

木船など眼中になかった事，叉一方業者側では

木造船隣造規程といふものに頼りすぎ或はそれ

に拘束巷られて科學的な進歩に對する熱意を失

って居たことなどもあげられよう。ともあれ斯

うしたLevelの低さは，戦時中の木造船界に直

ちに結果となって現れた。初期の戦時標準船の

評判D悪さは今迄の木造船界④非科學性，研究

の妖崇等に基いて設計の面と建造、面の雨方か

ら生じた営然の所産であったとも言へる6今や

妙時中の慌しい右顧左砺は経ったもの、今にし

て木進船界に科學性を注入しなければ，､いづれ

は叉戦前の非科學的な棋倣正蕊に情して了ふ懸

念が多分に存在する。然し進歩や發牽ま－.朝一，

夕に成るものでは無く合理均なもの科學的なも

のに向って，しっかり大地に足のついた絶えざ

る努力が必要である。＝双在のLevelを考慮し，

寅晴に沿って徐凌に確腐に向上への指導が必要

である。斯様に手放しの放任頑許されない情勢

下では，少くとも木迩船の設計と建造技術とに

戦孚hは木遣船の重要性が特,鋤調せられ，
一般世人の機帆船に對する認識も相當に深まっ

た事と察せられる。諺戦後の今日及び將來と雌

も我國の特殊條件を考慮すれば，木船の重要性

には豪も壁りのない事をr解されるであらう。

虚で，戦時中新造された機帆船は，色んな關係

から，その種類を統制された。例へぱ船の大い

さの黙を述べれば第一次標準船では，250,200,
己

150,100及び70總噸の5種に定められ，第二

次戦時標準方でば250,150及び100噸の3種

に限定され，更に第二次改造型を經て第三次型

では200及100噸の2種に制定された。‐而

もこ奴らの機帆船は全國的に統一さｵし，使用さ

れる地域や積荷の種類等も無硯された。これに

は，戦浮中の特殊事情も存在したであらうが，

維戦となった今日に於てはこの様な全國劃一的

な統一は全く必要としない。

然し一面我國の木逵船工業の規模及びその技
術的水準等は何れも低く，木造船界全般に亙っ

て，科學的に開拓すべき餘地が澤山あ.鼻。建造

技術の指導も必要としよう，設計部門に就て見

ても，唯在来り船刀棋倣にのみ甘んじ，何十年

ダ公一

I
I

漁師及船主の立場鴎纏雛鰯職競雛雲
中に加へたらざんなに有意義な事か。高踏的な

矢 代 嘉 春
技術的専門誌として無理な所もあるだらうけれ

船舶第十九巻第二號の漁船特輯鏡は現在漁船ども，結局船を使ひ漁をするものは，無智な漁
建迭こ没頭して居ｱ船主として，且漁師として師であると云ふ事を､解って頂きたいと思を。

近来露に見震有統な有難い企であった｡非常に垂さてそこで漁師側として,造船主側として,，
稗益する所のもの多かった事を糀者に厚く御禮一，二御願ひやら希望條件を申上げて見乞い｡、
を巾上げたい。（1）さて筆者な戦時中2’米型b例の戦,寺標準

殊に漁船に閲しての椛威高木技師の官界より型を弧細的にやらせられた苦しい憶ひ出をも

の政莱的見方と，技術萱としての蛮職を把屋せつものである。
ろ見方が漁船'〕現状と其の對策j及｢座談含」本號中にも見えるが如く「深さをもう少し
に非常に判然と書かれて居尋のが有難かこたび深くしたい」との吾糞の意向，これがご．うし
又瑞本氏α造船所側としての苦衷，これもうな‘ても聞き入れられなくて，やむなく水産局の

づけるものが多い。只惜しむらくは此わ座談會御意のままの船を造う細れぱならなか勺
及投稿に船主(迭船i皇)及漁師が加はって居ないた。けだし漁師側の立場としては，船は沢し

‐、、
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於ては適當な指導を必要とする。かうした見地

から,木造船阻合聯合含を始め關係者が集って・

木造船の質的向上に壷力することとなった。

先づ現在、問題として，能率的な優秀船の設

，計を進め，之を御手本として,､木造船界に提示

，し，逐欠研究の結果を織込んで行って，木紹ロ

質的向上を団らんとするもめである。手始めに
城も希望の吸いと見られる150噸型から落手さ

れたので，以下この船の設計趣旨を簡単に述ぺ

ることとしよう。

（1）既存の標準船は大鰡に於て，全國制一的な

ものとした爲加へて戦時｢I!の藩事情に拘束
せられた爲'こ，設計上，工作上,並に運航上

峡鮎少，なしとせずうこれがため，新に始めん

とする計謹に於ては豫め船の使用範團や使用，

眉的を多少細分して考へ，これら④條件に最

も適應した船を設計する。

（2）外海（そとうみ）用，なかんづく，青森，

北海道方面を主航路とする木逝標準船は現在

まで皆無の欣況に鑑みて，今回石炭運搬を主

目的とする機I帆船を設計するOdj

（3）設計に藤しては，船主,運航業蒜造船所

其他木船に開する有識經溌者等の意見や希望
を尊重し，之を充分た取入れる。

（4）主機謝は，差歯り焼玉磯關とするが，同一

船艘に「ヂーセル」機關鋤lliDものも設計し

將來の木造柵④質的向上をi創零6

てマス・フ・ロの對象としてはならぬ,消耗品で

はないのだ。この船に全生命を賭け，この船

と共に生き，共に死ぬ菩苓であって見れば，

,恩ふ存分の自己の意志を盛り込みたい6それ
でこそ船に對する限りない愛着を持つもので

あるのに．．F､…..…

そこが本號では諸先生方に，非常に認識さ

れて居たのは有測かつた。けだし木村先生の

「総り統一の動機と|:i的」の「六頃尚の協議

事貝」あればこそ船型統一･はさせたくないと

思ふ。あらゆる杜會D支配法則はそれ自確、

經験と理智と専門的な範啼内より，自然發生

し,淘冷されて，押出さ胞淀所C原則に從は

噂ばならぬ。それを他より強制される事は本

質的庭間盤って居る。どうぞ諸先生方よ，今

後の皆様､あり方は漁師自織の要望を中心に

6 〃
f

U
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(5)設計に當って，萱際具髄的に留意した諸鮎

について次に述べろ。

1．速力は，滿載時平水にて7節以上の快速

船とする事，從って，所謂噸馬力程度の機

關を備へることとなる。なぼ推進性能の向
､

上に努力し，査船完成の暁には，完全な海

上試運稗を施行.し，その成漬は將來の設計

萱料として利用したい。

2．主要寸法の決定に當つては,MI&抵抗の

見地より船、長さは，在來船よりも長く_し

叉船の深さは凋職縦魍度の見地より梢大き
くする。、

3．船燈復元|生の許す範囲内に於て，‘船隔を

減ずる。ノl,さい帆を術へるも愛際の航海は

殆んどすべて汽船として行動する。

4．船魑満断面の角型を展し，丸型とする。

〃論舷孤や梁矢は，適徴量を附ける。

5．、沸載痔，室船浮等に於ける船の「トリム」

状態を改善すること。この適営な「トリム」

といふ事は，'鍬船などでは特に取上げるま

でもなく，當然さうあるべきものであるが

木船でば,arrangementはとも角として，

浮心位置從って線園の作製には格別の注意

を必要とする。それは木船では木外板を張

り易'‘船型でなくてはならぬからである。

6．我國現在の木船建造技術水準を考慮に入

れ又多方面の要望にも應じて今回は特殊耐

して，只指導に止まると云ふ事をもう一段ハ

ツキリと認識して戴きたい。

(2)もう一つ判然として賛ひたい事ま，餐材關

係である。弥號の高木技師の「漁船の建造と

その對策中」の末尾の方にその系統らしきも

のの御指示はあ塚けれども，どの罷度配給さ
れるものであらうか。

′筆者は戦時中55噸型2隻仁建造許可礎を
得ても菱材は殆ど貰はなかった。をしてその
1隻Iま全くの自力で5月中旬進水迄にこぎつ

けたが，あとtD1隻は賓材のあては皆目な

い。各方面よりの御活によれば要するに自由

建造蔵んだとの事であった。然し1jj在21米

型といへども100寓図もする。何うして簡単

に出來よう。まして經濟封鎖の令日，そこの

所を何とか當局の苫虚を要望したい｡
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新な構造は，つとめて取入れない事にす

る○．．

’，この黙については，一見して前述の經偉

一や趣旨に惇る様に見えるが，現在D技術ﾉk
準に一足飛びの愛化を促すことは，却って

・＝混乱を増長する結果に終ることを慮って,．、

徐産に改善指導に向って，進まうといふ課

であ黒。

＊7．構適寸法等は，原則として木船描造現程

に合絡ずちものとし,縦邇材共他從來峡隔
の現はれ易い部分は適當に増狸する。

・木造船溝造規程に開しては，夙にその不

、／合理性が認められ叫ばれてゐるが，未だ具
鵲的には結論に到達してゐないので，今回

の設高|ではう一應これに蝶ることにしてゐ

・る。然し昨今この方面の調査や研究に着手

さｵ&たから，それらの結果は，摘來多分に

織込んで行くぺきであZo

‐8．長材の入手困難な場合には，膠清を應用

し，短材をも使用し得署職に配慮する。

木材接手の效率は，優秀な膠着剰さへあ

、れぽ,非常に高める事が出來ろ。現在の膠
着剰には，和當優秀なものもある頑，未だ

に充分な信頼はよせがたく，使用範園を限

・定壱ざるを得ない。賓材的に見て，現今木

材の長尺物は僅少だから，これの入手困難

な場合には，使用箇所を定めて，短材に膠

着を利用して，長材と略等慣なものとなし

之を使用することを許すぺきである。

9.大材の使用を節減し，各部材は許す限り

71､材を組合せて構成する。

此の様にすると，ボルトや釘類を餘計に

必要とするが，大材を節約するといふ意味

以外に弧度の平均化といふ意味から，必ず

好結果を得るものと老へられる。

10．肋骨は賓材上並に工作上の關緊から二材

合せ肋骨とするがテｰ接手の避距といふ意味

から，牛肋恨材式のものと，長短抜式のも

のとを交互に配置ず碁。

11．他に荷役能率の向上,補機開係共他艤装

全般に亙って，検討せられだのであるが，

種盈の事情から，結局顯著な大菱化は見ら

れなかったので，此虚には迦ペアことは省

略する。

以上今回設計中の150噸型幾帆船の設計基本

方針を記した。ぃづれ誌lの完了次第機含あれ
ばその賓深に就て具慨的に發茂されることにな

らう。木造船に深い關心を持たれる皆様の御指

導御鞭建を賜なろを得ば幸甚である。

一

ー

一

一

（272頁より綾く)_oftlleNorth-EastCoastlnst.ofEng.Shipbu--
D

N.W.Achimoff,@@OnVibrationsofBeamsofilders,44(1928).

VariableCrossSection,"Trans.Amer.SOc.Nav.4)例くぼ

Arch.&Mar.Eng．,36(1918)．T、C・Tobin,CUAT.C.Tobin,0!AMethodofReterminingthe

MethodofDeterminingtheNaturalPeriodsofNaturalPeriodofVibrationofShips'',T.I.N
Vibl･ationofShips'',T､I.N.A.64(1922)等A・"(1922).

2）梱原艘犬郎，‘断面が愛化せる梁の横振動数‘‘'第中村，塚本，硬式飛行船の険振動,人應用力學聯
4，回工蕊大會,昭和15年,第2部會講演．合大會．松山武秀，断面一綴ならざる柱状燈の固
杉本修一，‘‘棒のI及びwがその澆み振動数に有振動固期を求むる一近似計算法，應用力學聯合

及す影響'',航,髻學會誌,第9程,第28號（昭17.2)．大會．
高犠禾I臓外2名，．‘断面が任意に漸愛する片持梁5）脚註（2）を参照

の職振動鋤ご就て‘'，航室學會誌,第9巻,第82號6)Todhunter&Pearson,AHistory6ftheTh-
（昭17．6）等eoryofElastiCity,VOl.2,Part2,,p.:92,叉は

3）例へばS.Timoshenko,VibrationProblemsin,Engine-
e

横田成年,@{OnVibrationOfSteamers'',東京ering,p.378.

帝國大肇工皐部,4(1910)7)/S.Timoshenko,前掲(6)参照．，二

T.L.TgylOr,"ShipVibrationPeriod3,Trans...8)松山武秀，前掲(4).参照．
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においてなんら塗ってをらない，がういった感じさ

へ受けてをります。それで戦時中とちがって今後は

ゆっくり構へて良し､船を造らなければならない，ま

た大型化する必要もある。それには根本的と申しま

すか，基礎的な方面から一應木船の構造を洗ってみ

る必要がある。

一今日御出席の原田助教授が戦時中から木船の溝造

についていろいろ研究になってをられたことも存じ

てをつたのでありますが,私営時船舶試騒所にをり
まして，船舶試騒所訴も一應木船の研究をやってみ

・たいと思ひまして，御承知のとほり，船舶試駒所は

一部から四部こわかれてをりますけれども，それと
は別個に張出L格の木船研究室をつくらう，かうい

ふ計書をいたし虹て,部内の加萎かりでなしに，
海事振興會の人々 も御参加をねがって始めたわけな
んです◎

かういったやうな事情でございま-して，只今雑誌

杜のほうかちお話がありましたやうに，木船の溝造
その他の改善といふことを今日話吾こいたしますこ
、とは,たいへん意義のあることだと思ってをります。

◇木藍船の狭焔とその原因

（山縣）前置きはそのく・らゐに致しまして，話の順序
として，現在の木造船これ絶職時標準船’殊に改型
と申Lますか第二次型，こｵIは例外ではござい．ます
が，從來の一般木塗船の畝識，これは構造のみに限
定する必要はないんですが，かういふ峡種があると
いふやうなことを,,賓際的の方面から一つお話ねが‐、

鯛鯛職J繍鯛顛興…；ミ． 、出、席者（發言I同

;工嬢博士山縣昌夫氏：く‐

；鰄驫難大場龍男域
喜黙織鱸上村光三郎氏、，※大…原Ⅲ正道氏；<

亀

;運輸綾官金子富雄氏；亀

：織議謬熱小山捷'氏｜
い

・1

一

<記者）今後の造船でございますが,從來のやうな大

きな船の達遙は，だ人だんいけなくなると思はれま

す。どうしても木造船のはうにわれわれ力を入れて

研究しなければなら人といふ立場になってをるので

すが，今日は木造船の御課究の權威の方々においで

ねがひまLて，木造船溝造の改造とか，その他の熟：

につきましていろいろお話ねがひたいと恩ひます｡、

山縣さんに司會をおれがひいたLたいと存じます。．

<山縣）昨年の八月に戦が絵りました時に，私すぐ・感

じたのば，今後木識問が職時中にも劣らず重要度を

増してくるんぢやないか，それは何故かと申します

と，営時の状況を見ますと，日本の製鐵能力が空襲

その他によって非常に落ちてゐること，それから職

に敗けた以上,聯合國側踊本の製鐵を今後抑へる
人ぢやないか，或一定限度以下に抑へるんぢやない

か。また鑛石の駄入も困難となる，かういつたやう

なことから，鐵鋼の自給が非常に窮屈化する，かう

いふことが一應閲想されたのです。したがひまして

鐵の股を造るといふことは當分非常に困難iこなるん

ぢやないか。また一面，聯合國側でもって戦後果し

て日本へどれだIナの籔を職出するかといふことにも

關係がありますが，假令ある程度の楡出を許しまし

ても，爲替の開係でもって，國内の鐵の直段といふ

ものは非常に騰る･さう致しますと，ますます鐵の

船(3,造りにくくな為。かういつた事情から，木船の
建造が一應考へられる。

もう一つ，當時の見透しとしまして，戦後暫くの

間は,恐らく遠洋航路の大型船の逢造は,聯合國側
か許さない。從ひまして新造船は小型の沿岸航路に

使はれる船ぐらゐに限定される｡'さうなりますと，

木船で間に合ふものも多いでせうから，木ｻﾊの需要

が非常に多くなる。かういつたやうな見透Lで,木
船が今後相當量造られるのではないか，かう考へた

んですが，その後の事情を見ますと，必ずしも私が

考へた通りにはなってをらないのでありますが,し

かし大鐙においては中つてをつた。

それで営時木船一一職時中に造りました所謂戦時
標準船，これは例外でございますが，從來から木造
船の膳造その他が一向研究されてをらぬ，極端に申

しますと,一世紀前苧船と現在の水飴とは'構造
I
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のができないといふことになるのであります○

たとへぼ，迭船所側の心篭へを申上げますと，木

造船の建造に長い經験を有することが一番大事なこ
〆

とであります。戦時中雨後のたけのこの如く濫立し

て造船所が出來た結果,如何に優秀な設計園を作つ

･たところで，職工たちが素人ばかりでは，到底立派

な船はできない。そればかりでなく，船主側の意見

を充分に理解をもつことができないためにさういふ

結果になったんぢやないかと,かう思ってをります。

また，木造船の建造に長い經鐡を有する技術者が

各工場に比較的少かつたそのためにいろいろ工作上

の鉄鮎を生じたんぢやないか，また工員にいたしま

しても，不熟練のため粗製濫造な船を作らざるを得

なかった。その上技術者の指導が宜しきをえなかっ

たといふ黙にもふれてくるんぢやないか。

もう一つば運航業者側となった氣持で船を造ると

いふ心がまへがなかつた｡ただ船さへ造ればいいん
だ。賓際運航部門のはうの氣持になってみずに，た

だ圃面そのままを造り上げてしまったために，ああ

いふ結果になったんぢやないかと思ってをります。
佛造って,たまLひZ愚いら,ない船を造ってしまっ
た。木造船の設計仕儀書といふものは從來から比較一

的簡軍で詳細な黙は工作者側の判断を必要とするの

でありまして，仕様書中に相當固着方法など書いて‐、

ありますが,その固着方法がよるしきを得なかった

ために，外板の漏洩する部分があいて，引渡しに支

障が出來たとか，軸心がうまく出てゐないために，

主機の軸受が過熱して運搬が出來ないとかI,､ふやう

なことがあります。さういふやうに趙船所の心構へ

力悪かつたといふことが，大きな原因ではないかと

思ってをります。なほ船主側の心鱗へとして，今ま

では産業設備管團から船主へ引渡すやうな機祷であ
ったため，逵船所と船主とのつながりがなかった。
なほ一方的な命令で船債を決定され，建造費が安か

ったoですから，どうしても識間所は手抜きが出來
る結果となりますから，遥船所に不安のな､､建造費

を支挽ふといふごとが，一番大事な黙ぢやないか。

産業設備管團の支排ふ建造費では到底造船所が受入
れできない債格であったといふことが,-船主側の不

利であったといふ熟にも歸因する。それから，船主

側が割合に進船所との協調力§なかった。船主は今ま
で大きな船ばかり作った。木造船といふものに對し

て認識がなかった。そのためにどうしても大きな船

を造る氣痔〔木遙船所にぶつかってゐたので,どう
しても協調的でなかったといふ黙がだいぶあるのぢ

やないかと思ってをりますbそれには仕凍書の不備

もありませうが，船主側が充分その仕儀書を造船所

（大場）いま山縣さんのおつしやいましたやうに，戦
グ－

－時中の木造船は，賓際木造船の標準にならないわけ

なんですが，それにLても一懸戟時中の水造船を洗
一

ってみる必要があると思ひます。

ところが，この職時中の木造船が生んだ初めての

新熟語だと思ふのですが「未稼働船」といふ妙な言

葉がこん度の職時中にできました。それは新造受渡

後，甚Lいのになると，使へなくて二年も遙船所に

つないである。造船所はでき上ったとして渡しても

實際上，船に荷物を積みますと水が漏って船力動か

ない，かういふ船が非常に職時中多うございまして

これを果して船よいへるかどうかわかりませんが，

それを一括して「未稼働船」といふ名前で虚理して

きたの.でありますが，さてどういふ理由でさういふ

．やうに動かないのかと申しますと，大禮主な原因は

駿時中の材料の粗末の黙，設計の不充分，設計の不

充分といふのは結局戦時中α劇塗した造船所の能力

を考へないで，－應の基準を示した設計が充分消化

されなかった黙,工作の不良等で'それに木造船の監

督蕊雷が地方鹿に移管されて,二元的の統制機關に
なった，かうぃふやうなことが重なり，結果にあら

、はれたところは，結局船禮縦通力が足りなくて，延

し､ては機械の故障も派生して出てくる。現に絵戦後

におきまして,職標船發注溌關の産業設備管團から
●へ

受取った船がどうLても使ひものにならない句これ
はいろいろ諸般の状況は，結局船主力簑任を負ふぺ

きものでないから，これは國家なり管團なりに引取

ってもらひたいといふ船力湘當數あったやうな實情
ら

なのでございますo
、

（山縣）只今の職時標準船の不成績につきましては當

時その行政に携ってゐた關係から責任を癌感してゐ

るのですが，ああいふ船ができたといふことについ

毒･ゞ ては，職時といふ特殊な條件も考慮しなければなら

ないと思ひます。

'(大場）さうなんですね。

（山縣）上村さんは何十年と木造船の資際方面に携つ

てをられるんですけれども，あなたの感じとして職

時際雄船におふれになっても結構ですが，一般的に

從來の濃帆船についてなにかお氣づきの黙はありま

せんか，かうぃふ黙が弱いとかいふやうな･･･……
（上村）只今大場さんからいろいろ戦時標準型船につ

′いて批判がありました。こｵ'は受入側の心龍へ力悪
’かつたんぢやないか。これは船主側の心構へ，ある

，ひは造船所の心隣へといふも・のが悪いために，さう
いふ結果に階ったんぢやないかといふ氣がLます。

いかに優秀な誘汁園ができても，これが受入側力逢

面的に忠賞に責行しなければ決して優秀船といふも
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と打合せLて納得のいくやうな協艤をLなかったと
、いふことが大分あるのぢやないか◎遥沿所は仕嚴書
の重要度をあまりに輕く見てしまったために,いろ
いろトラブルができたのGはないかと思ってをりま

懸麓鷲露悪駕雪驚彗
ねればいいんですけれども，でき上ったものをバラ
Lて造り鍵へることもあった。その費用は全部造船
所掃で，ますます造船所の負搭が重なって両者の間
で引渡しにトラブルを生じる。さういふことのない

、

やうな監督をすることが必要ではないか。さういふ

雛があるために，今後の優秀船の塗遥こあたりまし
ては，造船所側の心構へ，あるひは船主側の心溝へ

といふものを両者間で充分に辨へ，今後こんなこと

のないやうにするのが指導者として注意すべき黙だ

と老へます。

(山縣）迅船所なり，船主側の心溌へが悪かったとい

ふこと，これは御読のとほりですがもつと遡って，

私最初に申上げまLたやうに，現在の木造船の構造

が菖態俄然たるもので，戦時中千葉君のはうでやっ

てゐ/こ合板船などもありますが，一般の木識間の構

造ば,産態依然であるOこれに對Lましてどういふ

黙が悪いといふやうなこと，いかがですか，原田さ

ん，いろ，いるお詞ぺになってをるやうです力;･･…．。

(原田）私は復隈こ船を設計したことも造ったことも

ありませんし，運航上の賓情もよく知りません。た

だ計算一黙萸りでやってゐたので，それも今までや

つと一般の鵬こついて計算をやってみただけなので

研究は不足でありますから，構造上あるひは計算上
・どこ力悪いといふやうなことを指摘することはでき

ませんので，むしろ疫曙こ船をお造りになった方，

あるひは設計された方から，どういふ所力悪いのだ

といふ具燈的のことを樹指摘ねがったはうが，私も

話しL､いと思ひます。
●

◇縦彊力の不足◇

(山縣）金子さん，何かありませんか，氣が附いたこ
と。たとへぼ，これは侭ま素人でよく知りませんけ

れども，横暇力は割合にあるが，縦狼力が不足して

ゐるとか，さういふことをよく話に聞きますが，さ
ういった問題についてなにがお氣附きの黙まありま

せんか○

(金子）縦渥力が足りないといふやうなこともときど

き言はれるのですが，そのことがどういふ現象に依

って具膣的にあらはれてくるのかといふことが伺へ

れば。

(山縣）上村君はいろいろな責際の場合に出貧ってゐ
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ませんか。今の縦弧力の弱いといふやうな黙船が

非常に澆つたとか…･･…．。

(上村）一番多いケースは木造船ば,船首尾が垂れる。

これは木船構造規程以上に木材を使用しても,祷狸
しても，どうにもならないですから，内龍骨嵌接に

鉄黙があらはれる。

(山縣）それは工事の關係ですか，設計そのものが悪
いのですか。

(上村）木船構造規程に合格しても，それだけでは足
りない。

(山縣）だから從來は木船購遙規程といひますか，あ
れよりよほど大きな材料を使ってるのですね。

(上村）．それで一次型船型でも，内龍倒こは規程以上
に材木を使ってやってをります。

(山縣)．しかし小型の船‘まさういふことは，あまりな
いわけだな。

(上村）百五十噸以上は特に甚だしい。
(山縣）さういふ現象のない船もありますか。
(上村）さうですな。まあ百噸以上のは往為かういふ
傾向があるのですが…．．

(大場）二百五十噸となると，致命的に…達…
(山縣）少し脱線しますが，じつは船舶局長をやって
る時分に，木鵬こついて話をしろといふ高松宮さ霞
からの御話で，御殿に参りまして，三時間半ぐらゐ
お喋りをしたんですが,そのときに，今度の戦時標
準船は二百五十噸を限度とLてる。これは前の大鼓

、

のときに，千噸などの木船を造って非常に成績が悪
かった。その後長い材木は少くなった。これらの事
情から二百五十噸を限度とLでをります，といふこ
とを申上げましたら，お叱りを受けました。前の大

職から二十年も經ってるぢやないか，その間に，學
問なり,技術なりはﾎ露進歩してみる筈であるのに
小さな木造船しかできないんぢや，職にならんぢや
ないかといふお言葉なのです。しかし寅際のところ

木造船については殆ど研究されてをらなかったとい
ふのが賞情なのです。

(上村）さうです。鋼船建造に重黙を置かれた。

(山縣）話を元に戻しますが，狸喚關係において，小
型船ならば大して問題はない。比較的大型船になる
｝いふと，縦の狸力に峡焔が出てくる。､その根本的

の原因は設計そのものが悪いのですか，工作法がよ
ければさういふことはないんですか。もっとも今み
たいに長尺物の良材が少くなってるといふことも一

面考へなければならないのですが。

◇固着の問題◇

(金子）それは結局構造規程以上の寸法をもたせても

_”▲-勺一一L--.
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…まだ縄員力か足らないといふ問題は,要するに潟（上村)完全に固着Lてをれぽ…….”
‐の寸法そのものを重んじすぎて,固着といふことを（金子）しかし,いくら完全に固着させても，ある程
重覗してゐない傾向があるからですね。度以上の固着を釘に要求することはできない。
（山縣）そこなんでずれdしからぼ,木船乃固着を改一(上村）木遙船にはその黙う難かLい。
、善する方法ありやなしやといふ問題｡木材を今のや（金子）ですから,いくら完全に釘でもって固着した
うに釘でもって,圭として鐵の釘でもろてつなげてつもりでも,非常な低い效率であることは確かです
をるといふ方式では，この問題は絶對に救へないかね。

どうかど'‘､ふことなんだと思ふな,結論として。（大場)だから山縣さんのおっしゃる”,鰯の溶
（金子）それで，今のおっしゃった問題と離れるかも接のやうに百パーセント以上繼チにス､1レングスを
知れませんが，それぢや木材の固着をよくすれば，もたせなければならんといふわけですか。
どの程度にずれぼ，縦頚力がもつかといふ問題にも（山縣）結論はさうだけれども一一僕ばかういふこと
なるんです。ところが現在の研究程度といひますかを言づてるんですよ｡木鐵船についていろいろな悪
さういふものでは縦渥力材に對して，これだけの固口をきく，鐵と木とを組合はせた船は,‐どうしたつ
着をすればいいんだといふ的砺こ計算でもって定め工具合が悪いといふのですが,現荏の木船といふも
ることがまだできない)伏態にあるのですね。できなのは廣義の木鐵船弓やないか。材木を鐵の釘でっな
い状態といふよりも，､したことがないといひますかげてるのですから，立派な木鐵船ぢやないかといつ
相當問題が複雑なんですな。 も言ふんですがねoなにか原田さん，たまたま固着
（大場）しかL三次型では大鐙船舶試騒所として自信の問題になって來まLたが，なにかお氣づきの黙は
‘のある固着を一應御指示になってやってみたんぢやありませんか。改善といふやうなことはあと廻しに‐鈩

ないですか。 しまして，總論として..…．

（金子）固着は大彊木船構造規程では，經験上から，（原田）木と木を釘で打ちつけるといふことは，これ
あれでよからう，といふことになったものと恩ひまは見営ですけれども，ある程度行くんぢやないかと
す。それで三次型てばそのよｶ球らうといふ固着にも思ふんです。又，ほかに大して良いことが考へられ
っていって研究の結果を取入れて'規定の固着法へないとすれば,その研究診進もて一歩ざも良い方向
もってきて，研究の結果をプラスしたんですoですへ持って行かなければならないと思ひます。
から，賓験結果とも相俟ってこれなら大丈夫だらう
といふ，確信といひますか,iその程変なんですね。 ◇膠着の將來性◇～

個々の縦弧力材の各々について固着までも-一々勘定（山縣）千葉君の合板船だけれども，例へぼ木材と同
Lてやったといふほど細に入ってばをりません｡話一じ性質の糊ができれば非常に狼いものぢやないかと
がすこし横道にそれるのですが，現在の構造規程で思ふんですね。それで，今までにできてをります合
も，木材の勵面の寸法といふものを重硯しすぎる。板船の糊は木材と全く性質〃ちかったものだ，これ

、あの潅遙規程を謹んでみますと’結局まづ第一に噺では鐵錘船のウエルドと非常に意味がちがふんですゞ
面の寸法を規定してるんですが，固着は第二の問題ね。木材と同じやうな性質の糊ができれば，これは
になってるや．うにしか老へられないのです。さうぃ 非常に咽い木船ができるんぢやないか。
ふふうな感じをもつんです6それが造船業者の頭に（大場）それは確かですな。“
こびりついてゐて′断面の寸法さへ増せぼ，非常に（山縣）それは理想論かも知れまぜんけれども一小
眼い船ができると．いふやうな老へが弘まってるんぢ山さん，なにがお話式ありませんか。

、やないかと思はれる鮎が多々あります。（小山）私も理想まそこだと思ひますが，そこに向っ
（山縣）根本問題として，船の場合に材木と材木を鐵，て進まなければならないのですが，現實がどうも､､・
の釘でつなげるといふことに，なんか峡階があるの（原田)大とへ糊の良L,､のがあつ･てる，現場の工作の方
ぢやないですかね○

に零れて見ると，文句がでるといふか，木船ではそ
（上村）早い話が’螺釘と敵釘とどっちがいいかといんなことできないよっていはれたことがある。現場
ふことを賞際の船で見て結局螺釘を使ったはうが結で塵着するとか熱虚理をするとかがうまく出来な
果がよかったoだから，工作上釘の使ひ方，使ふ場いといふ意味ですが….、
所によって影響がある。 （小山｜で，釘といふものも，當分は一つの方法とし

（山縣）なるほどね。追っかけるやうだけれども，使てずつと残る。糊のやうなものができても，それは
ひ方が悪かったといひますが，使ひ方がよければ…高級な船に用ひられ一般の船といふものは，やはり
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鐙釘その他釘類でいくといふことが老へられる○ち．脂とでもいふぺきもので，おが屑を集めてこれて練
よつと近い將來には，釘がなくなるやうな革命はなってステムでもなんでも好きな型を作る。そこまで
いと私は思ひます。、行かなけれぽならんわけです。

（山縣)′陸上の建築物，木造家屋とちがって，船はい ◇船霞の携み◇

ろいろな複雑な力を受けます。だから，陸上の家屋
は釘でいいからといって'船に對してはやはりなに（山縣）話をもとに戻L雀し.C,縦頚力の不足の問題
か考へる必要があるだらうと思ひますがね。これはですが，これに伴って船禮に僥みが起り,、これがい｡才

観念論かも知れませんが．……ろいろのトラブルの原因となる。
〈小山）しかし今の釘では’なにか違った締め方で行（大場）實際製作者間でもいつも問題になるんですが
けるといふことも老へられると思ふのですが，私な機械の故障が起きますね。それがほとんどシャフト
んかも，今いはれましたやうに，糊の崇奔者なんでのセンターが狂ってゐるのに起因してゐる。更に元を
すけれ．ども，どうもまだ自分で使ってみても，物足ただせば船鎧の縦掴力の不足から來てるんですね｡､
噌垂いところがやっぱりあるんですねo所謂一抹の（上村)それは工作上の峡黙が主たる原因でせう。
不安をもちながら使ってるといふやうな)伏況であり（山縣）それは工作の問題か，デザインの問題か，そ
まして，とくに最近の糊の状況をいろいろあちこちれを知りたいんだがね｡木船には經蝿に現在の陰遙
で聞いてみましたところが，なほ悲観豹なんですね方式ではそれが救はれないのですか。工作さへよけ
將來に封して。、れぽ’さういふ問霞は避けられるか，ここ力議論の．
<山縣）それは需給朕態がで~す了か。岐れ路ぢやないかと思ふのだな，いかがですか。
（小山）はあ，もちろん石炭事情もありますが○とく（原田ソ曉みのことは,工作がかなりよくてもああい
に耐水性の糊といふものは'量産的に悲観約状態でつた構遙法では湊みは自然に多く出て來ることが理
あるといふことと’それから糊が大型のものにどう論上いばれる。ああいった構造といひますのは,つ．

＝＝”も使へないですね，今のところOそこで檮錐船あだ、まりシームがずっとリペッ'卜してゐないといふこと
りの問題こなりますと，相當遠い將來になりはしなですねOLかし，また釘のことになりますが，釘の

固着さへよければ，その澆の量はほとんど鋼贈とは弔

いかと恩ひますb
ちがはない虚までは行ける筈なんです。固着がわる

（山縣）大型に使へないといふことは，プレスがきか
ないといふことですか。いといふことは，工作がわるいのではなく……

（小山｜プレスも非辮二やりにくいのですが，大きな（山縣）固着の方式ですか。
角材と角材と一本につないで使ふといふことI鶉むつ（原田）さうではなくず計壷,たとへぱ釘の寸法がZI,1
かLいのです。だから合板船式に薄板の合成Iこずるさいとか，さういふことで，その固着する釘が足ら
ことになります0なければ，固着部分の獲罪が大きくなって，より一

暦自然に船の澆みが大きく出ることになります。こ
（山縣）なにかブレスの工合をうまくやる手はないの
ですか。れも計算からいってのことです。ですから，工作を

よくし．こも，今の釘の寸法ではやはり澆みが大きい
（小山）それか睡締力のみならず，生木がなかなかつ‐

といふことは自然に出てくるんぢやないか。
きにくいのですね。それで乾燥させるためにスライ

スする必要があるので標準船あたりのキールの角材（山縣）曹通のストレングスの方面では，震みが大き
いといふことはさう氣にする必要はないが，船につ

を糊て－學につなぐといふことは考へられないので

す。"いては澆みが大きいと水が漁る虞れがあるのですか
らね。④

（山縣）さうですか…..．

（小山）ぼん漣うは,そこまで行けば非常に遅想的な（原田）ストレソグスからいけば問題ないのですけれ
ども。

《蕊す蹴訓常にいい性愛の糊を便ふんなら"今(山縣)只今"誌ですが個諭の方法と車し窪すか
のキールの寸法をずっと落していいと思ひます。キ，釘をたくさん使ふとか，大きな釘を使ふとか，さう

‐ールに限りませんが．..…いふことである程度防げるわけですか。
（〃､山）合板船などそこを極度に狙つこるわけですね（原田）ある程度防げます，それは先程もちょっとお
（金子）結局は，優秀な耐水性のある，眼力をもった話が出ましたけれども，大きな材料を，断面の寸法
膠着剤さへあれば，相営な船までは．.．…ばかり氣にしまして，大きな材料を通すとすると，

（小山）膠着謝といふよりはむL賂合成木材の人工樹釘では充分な固着はどうしてもできません。むしろ
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(金子）それから一つ原田さんに質問があるんですが

,先程釘でも柘當な固着にもっていけるとおつ1_やつ、

たんですが，その黙ま木材についていへぼ長い木材

といふやうなことを制限なしに老ぺてをられるんぢ

やないですか。たとへぼ賞用上は，あまり大きいス

カーフをとっては木材が非常に損になりますが，さ

ういふことを考へに入れないで，木材のスカーフを

非常に長く､して，非常にたくさんの釘を使用するな

り，あるひは寸法の大きい釘を使用するなりした時

のお話ぢやありませんか。

(原田）さうではないのです。木材のスカーフとし‘､ふ

ことは，これはどうもあまも狸くならない｡と思ふの

ですoそれで先程言ひました寿うに大きな縦通材を

、通して，‘それでそれのスカーフをよくして，それに

頼らうといふのはどれは危嶮ぢやないか。ですから
むしろみんなの縦通材を，どれか重要だといふこと

なしに，お互ひに接手になりつこするといふ恰好に
したはうがいいんぢやないかといふことです。

(金子)さうですかo船全鶴として考へた場合のお話
だったのですか。

暉田）ええo

.(金子）さうですか。

（原田）一本一本のスカーフはどうしてもさう弧くな
らないと思ひます。

（金子）それを勘らかひしまして，一本一本のスカー

フなり固着なりを，釘で椛醤まところまでもって行
けるといふお話かと恩ひまして．..…

（上村）それから資際の方面で，縦掘力が弱い黙をカ

バーするために，規程以上に，ほとんど縦迩材は大

きくしてをります。さう［て外板などの釘など規程

よりも太くLてゐます。外板の釘は規程で繍細いや

、うです。さういふ船が割合にたれる氣味が少いやう

に思ってをります。さういふ黙をあくる程度規程を改，幸

善しなければならないのぢやないかと思ってをりま
す。

(原田）的確にかうとはいへませんけれども，断面の
ふやし方も，断面ばかりふやして，それに固着が俘
はなけれぽダメだらうi二思ひます。たとへぱ,､曲げ
應力，さういふものを計算して見ますとこれは木船
は餘つ･くゐるのですから。それ以]二箇面一鋼船の
考へのやうなI/yをふやす必要はないと思ひますb

（山縣）それは確かにさうですね。ただ，かういふこ
とはいへませんか。材料の寸法を大きくすれば，固●，

着がらくになるといふやうなことはありませんか。
(原田）たとへば板を打ちつけるのに，同じ釘に對L

て，板を厚くしたら却ってわるいことになりはしま
せんかo‐

材料を小さくするか，釘を打ちやすいやうな寸法に

する。どういふふうにしたら打ちやすくなるかとい

ふことは，まだそこまで研究が具藍的に行ってをり

ませんけれども，さういふふうに考へて行ったら，

相當狸くなるんぢやないかと思ひます。
手

(山縣）綺諭としてかういふことがいへますか，今の

木船は演慢力は比較的充分だが，縦狸力が不足して

ゐる。澆みが大きい。これをたとへぼ木船のイッシ

ヤーウッド・システムといふやうなことをやったっ

て縦狸力が弱いといふことは隣げない，かういふこ

とはいへますか○

(原田）さうだらうと思ひます。
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◇横渥力の問題◇
fロ

（金子）それから木船の桜彊力が充分為るともいへま
．せんですね。

．，（山縣）さうですかね，それぢや一つお話下さい。
、C金子）別に謡まないんですが，狼いともいへません

ですね。ハッチが廃る例がかなり多く，又ピラーの
9

固浩部が開く例も多いですからね。

．(大場）それに對Lﾉては，直接痛痒を感じないですか

らね。その黙で關心力§うすい。

（金子）現實に，それは怖いなと思ふく．らゐに感じま
り

せんから，さう表面に立たないだけです。縦狸力ほ

ど大きな關心はもたれてゐないわ｛ナです。

（山縣）理窟からいへぱ,祇弧力と縦姻力とに分ける

といふことか慨這であり，厳密な意味では間違って

ゐるといへる。木珊を造ってるところを見ると，肋

．骨といふ柱がベター面に並んでゐるやうな感じがす

，，る。今のお話はローカル・ストレングスの問題ぢや

ないのですか｡綴坊向に對するゼネラ〃・ストレン

グスは充分あるものとは老へられませんか，どうで

‐_すか｡,艀などの猫殊なものは別として。

（金子）結局は,祇握力も固着の問題にきてしまひま
、す。ですから，縦眼力が固着の如何によって弱いと

同様に，横狸力も，たとへぱこ材合せ肋骨といふも
のは固潜だけでもってるんですから，結局横遜力で

も固潜の峡階侭営然あらは寸健わけですb

･(Z1，山）しかし，それは孔のある所だけといふ關係で

はないのですか。

c金子）それはさうですね。

（小山）それは案外簡単に防げるんぢやないかと思ひ

ます。

，（金子）結局は，固着を充分に，といふやうなところ

にいきまうも

l
L

〆
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(大場）板はさうですが，たとへぼキールの場合なん

かはどうですか。

(金子）その寸法が増したら，それに相當した釘の径

なり數をもってくればいいんですがただ固着釘を同
じにLてゐ・て，寸法だけを増して硬くなったとはい

へないんですo却って弱くなる腫向にあります。

(金子）それは進水時の歪み＝一例のごとく進水する

ときに一ぺんサツグになって，それからホツグにな

りますね。この歪みの關係を二，三の船について測
ってみたことがあるんです。それは上甲板の梁瘻材
のスカーフのところで計器を使って測ったんですが

その結果によりますと，いはゆる普通のスカーフの

船と，三次型とでは非常な差が出てきました。この
差の全部が必ずしも例の丸栓をはめたが篤とはいひ
きれないですけれども，固着がいいといふことは確
かであります。それは，三次型といぶものは木材の
断面の寸法といふものを，そんなにたくさん増して、
るわけではありません。異平るのは要するに主と
して固着部分だけなんであります。ですから’歪み
があまりあらはれなかったといふ大部分の原因は’
固着方法がよかったからだらうと思ってをりますb

(山縣）試験所の二部で接手の實験を相當やった記憶
がありますが．.』.．

(金詞はあ，ございました。そめ結果も丸程を使っ
たものが鈎型の朕節，あれよりはいい結果が出てを
りますし，それから四角なジペルを使った場合に匹
敵する成績が出てをります。それでばじめ．こ丸栓を
使ふスカーフを採用し-とみたんですが”…o
(山縣)＝今大場さんからお話があったんですけれども
丸栓を使ふといふことは相営工作上厄介ですか。
(大場）丸姪以外に,鰄なスカーフを御要求になっ
たわけです。

(金子）三次型では特殊Z)スカーフも採用してをりま
す。

(大場）斯様な工作のために陸軍の工場で{よ能率がい
ろいろな職で多少藷ちるといふことを考恵に入れて

〆

も，普通の工數の一・五倍です｡
(山縣）五○%"Lo

(小山）それは外板もですか。

(金子）いま大場さんのお話の工数を喰ふといふこと
で今思ひついたことは，たとへぼ曲げや引張を受け

◇第三次型船の新固着方式◇

（山縣）固着の問題が非常に多く出･てゐますが，木招
の固着をなにか丈夫'こする新しい方法はないんです

か。

（大場）船舶試聡所の御命令で私の關係してゐた陸軍
の工場で遙つた三次型の試作昭の固着は，船舶試騒

所の御指導を受けてやったんですが，非常にむづか

Qしい方法でしてね。質際上の工作の部面と’て，果
して一般の經濟的にみてかういふことができるかど
うか;ま別とLて，非常に固着としては立派なものだ
と思ふんですがね。

（山縣）それはどういふのですか。

（大場）それは設計据営者の金子君から……’
（原田）三次型に固着を規程よりふやしたといひます
・か，研究の結果を附加せられたといふやうなお話で

|･Lたが，どう･いふ鮎-ごすか｡

（金子）要するに，釘を使って固着の能率を上げるん
だったら，建築でいふジベルの老へを入れるより仕
方がないといふ考へから出てきたわけであります。
ところが，建築方面で使ってゐるジベルには，いる
いるな粭好のものがありますが，いきなりあれを造

・船,こ採用するのは，今までの經議から非常i皀工作者
が慣れてゐないといふやうな黙がありまLて，でき．
るだけ簡軍なもの，簡単な形のものといふことから
出愛しまして，例Dまるい，丸栓といひますか’ス
カーフの所にジペルの代りに丸栓をはめる。丸樫だ

ったら工作が容易だらうと思って採用したんです。
丸姪を使った場合でも，固着の效奉は相當高まるこ
とか蜜溌で以て分りましたし，工作も簡軍だったか

ら，それを採用しました。ところでスカーフの部分
の固着は，一應土木船隣遙規程によってをります。
さうしてそのほかに丸栓を加へただけは固治に對し
てプラスだといふ考へでやったわけです。時間的に

も制限を受けましたから；いちいち詳しくやってを

る暇はありませんでしたが，とにかくプラスの考へ

で入れた次第なんです。

（山職私営時試駒所にをって，かういふ質問をする

のは甚だ申鐸ないのですが，ジベルを入れたために

よほど狸くなったことが賓鹸で立證されたのです

か。

、

るやうな場所の撲手,それを普通のスカーブにしな
いで，聡殊なスカーフにしたところがあります。普
通のスカーフは傾斜がああいふふうになってゐます

③

があの傾斜と反對に，材の先のはうが寸法が大きく
て，もとの方を小さくしますb要するにスカーフの
傾斜力反對なんですね。さうして1頁れを曲げや引張
を蕊ける所に使用します。例へぱこれを曲げますと
常識で考へ､頁もわかりますやうに，回縛しにくいの
は確かであります。ところがその特別な接手は非常
に工作がしにくいといふやうな箇所が出てまゐりま
す｡これは三次型で工作しにくかった接手の一つの
例であります。多分にフリクシヨンをきかせようと

～
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いふ考へを入れたんでありますが･･･…（山縣）結局ゴ･ムの船億別として，折角外板があるの

，◇縦彊力と外板＞、。、だから，それをロンジチユージナル･ストレングス。
、メンバーとして縦眼力に貢献させよう，それには釘

（原田）スカーフのことはそこへジペ，しを入れれぽ弱を丈夫にすることがいい，かういふことですね。
‐くなるといふことは當然で建築のばうでも盛んに使（大場）さうですね。それには限度があるのぢやない
ってるわけですが，私が再三澆みを少くするためにでせうか。その限度をよそのはうを補ふはうにした
固着をよくしたらといひますのは，たとヘスカーーフら，今の縦廻力の問題がやや解決できるのぢやない
の効率が百パ,一セントになってをつても縦弧力材，か。′

＆

外板とかなんとか，それと肋骨とを打ってをる釘の（山縣）それは振合ひはありきせうれ｡、

｜
固着，それが悪かったらダメだといふことなんで．(原田）振合ひはありますね。

～す。ですから，あそこにジペルを入れることを考へ（金子）いま犬場さ孔のおつしやった船は，どちらか
て見るといふ写とになると思ふんですが。あそこの，といふと，外板よりも縦邇材にストレングスを持た
釘のことは，現場でお造りなってる方はどういふふせようといふわけです。外板の上にゴムを張ってる

‐うにお考へなんでせうか｡外板を肋骨にとあてをるといふ關係上,外板は勿論普通の船よりも薄いんで
釘ですね。あれは外板が剥れないために打つのだとすo縦邇材は例へぼ寸法を増し固着も相當厳重にや1

．らLてあります｡それから上甲板上に縦通材をとら,lいふ……

弓｡

（上村）さういふ顧念ですね。せてるんですが,これがまた上甲板上の縦通材です、、
(原田）ところがあれは縦狼力材つまり銀船のリペツから,一仕事がしやすいといふ關係も渤一ませうL";
トの代りをしてるわけです。あそこが既に計算的に相営効いてるんぢやないかと考へてをります。
いきますといけないことが出･ご來ます。少くともあ

◇第三次型船の穰造◇，そこが今の二倍く・らゐ勿狸さがあったらばだいぶも

つだらうと思ふのですが｡(山縣）その鮎は，三次型は相當御肝究になって新し
（上村）ですから，私が先程申上げまLたやうに，今いことをやってをられるのですが，それを一應お話，
の規程の固着釘の径では足りない。實際は太い釘をねがひませうか。縦渥力をいかにあの船に狸くLた
使つ･とをるのです。、、かといふことを。

（大場）しかし，その黙はたとへぱ障害のゴムの外板（金子）三次型の計算上の縦邇力といふのは，それ主‐
の鵬ま奄然縦の逼力をゴムの外板によらず船舶試験での船の縦躯力と比較して，相営掴いといひますか
所で御設計になった，その効果は割合によかったん 遥當なところを脱んだといふ<・らゐしかいへないの
ですが，さうするとjほかの狸力を増せば，笈際上ぢやないでせうか。

できる程度の釘で設計のはうで補ひうるんぢやない、(山縣）だけれども，今の上甲板上に縦通材を邇した
でせうか。といふことは，非常に新しいことでせうな。

（原田]Lかしそれは外板を縦弧力材に便はないとす（金子）それは三次型ではやりませんでしたがただ三
れぱ,､今のお話のやうにスカーフをうんと丈夫にし次型で非常(こ塗ったことをしたと思ってるのば，ピ
てうんと大きな材料を通してそれに頼るといふことラーを二列にしたんですo木船であれを大々的にや
でつまり骨でもたせるか，皮でもたせる應力外皮につたのは初めてぢやないでせうか。

するかといふことの連ひ，即ち設計方針の連ひにな（大場）またピラーの固着を特殊な方法でやられてを
りますが……るわけですねo

‐

（大場）工作上両方を考へて外板のはうで半分もたせ（金子）はあ。ピラーの固着を特殊なものにしました
そのほかのはうでも別iこもたせるといふふうに設計し，ピラーの關係もありますが，アンダーデツキに
すｵ1ぱ，補ひうる問題ぢやないかと，思ふんですが 縦通材を通してをります。

ね。鯵（大場）三次型電f常i'ごいいのは，圖面が非常に懇切
（原田）それはスカーフか非常に弧くなれば，そちら丁寧にディテールまで，工場の工員かわかりやすい
にもたしていいと思ふんですが，どうも大きな内龍 舗な詳細の指導方法がしてあることですね。あの
骨のやうなスカーフを百パーセントにもっていくこ方法は，一片の仕儀書で固着をどうしてといふこと
とはむづかしいとすれば，むしろ外板のほうにもたを書いてあるのより，試職所があれほど懇切丁寧に
してしまって，ああいふ薄い，比較的薄い板をLつ 書いて工員を指導されるといふことは今後共ああい－〆

かりとめるはうがやさしくはないかと思ひます。ふふうにいかなければいかんのぢやないかと思ひま
口令
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●

すね。それだけにごまかLやうがなかったわけで恨童すか。
みがある ので す。・て上村）あります。
(山縣）要するに,従来の木造船工業は,鐸ぢやな（原田，それが入れられるならば狽窒が上ることは営
くて，工藝だったんですなo然なのですが……ミ

(金子）あれは溝遙が多少塗ったものですから，圃面（山縣)しかし仕事が大謹でせう。皿
に丁寧にあらはすべきだといふ考へで作ったんです（上村）、､や,簡単に入れられます．房

が講遙が塗ったといひますと，一番大きく鍵つたの（原田しかし今までそれを入れるといふこJ･が，非
常に工作上厄介だからといふ工作者側の意見が狸か．はピラ ーをtWOr O W に 置 い た こ と ,而もwidely－6

spacedなんです。ピラーの數が少いわけなんです。つたやうですが...…‘
ですからピラーの立乙場所のフレームを，鋤皆のス（上村1厄介ぢやない，和船造は殆んど縫釘を以て固
トロングフレームまでに考へてをります。ピラーの着する。

固着部やピラーの立ってゐるフレームも特殊な構造（山縣）‘和船はさうだけれどもo
になってをります｡たとへぼ二材合せ肋骨といふも、（上村)-それ讐應用すれば,むしろ縦狼力は多くなる
、のは，理論的に老へますと効率が非常に悪啄bだかんぢやないかと思ってをります。
ら三材合せにし固着釘をdoublesheerに働かせよ（大溺).遙船卵好意的に入れたので,一般酌にやら
う－睾寅際はbendに近い状態だが－といふやうないですから，ざういふふうに指導されなければい
な着想で礁造をしてをります。このやうな關係でエけないわけですね。良心的な造船所はやったのです
作がむづかしかった黙もあるんぢやないかと思つ･て・ね。
をります。。（小山)‘『成績はどうですか。
(原田）肋骨を三材合せといふことば,私も効率の職（上村）かういふことをやった楚船所は工作上相営注
からいきまLていいと思ひますが，現場ぢや困るで意してをりますから典_成績がよい。

啄田’私が先程から言ってるのも，結局木給とは鋼
せうね。

(大場)賓隙現場は泣いてゐましたよ,試騒所の巌重船のﾘべｯﾄの間が間のびして肋骨の間になったや
あなものなのですから，その間にまたリベットを打

な監督があったものでずからやったんですが。′

(原田）肋骨の木取をする時に困るでせう。＝材合せってやれば,銅船の程度にいくと思ふん言す。
の時にはモールドを合せ面の虚の形で作るのです（上村)．だから肋骨と肋骨の間が二本<-らゐ入れれぽ
が,三材だともう一つﾓーﾙドを使はなければなら理想的でいいんです。木鐵は縫釘を入れろといふこ

とになってをります。餓時標準船型には外板に縫釘
ないわけでありますから。

(金子）三材といひましても，雨面に営亡板をすると‘を入れろといふことが書いてないんです。遡船所で
好意的に入れた船は成績がいいです。

γふ考への三材なんです。
（山縣）職礒標準船の前,職箏の童へ力機帆船で継釘

（原田）ああさうですかO･

(金子）普通の=材合せでは固着釘はシングルシヤーを……．噂
の働きなんですが，そわをダブルシヤーの働きにな．(上村）ずゐぶん入れてをります。瀬戸内方面の船は

ほとんど入ってるといっていいと恩ひます。
るやうに當て板を二つにしたといふわけですね。

（山縣今後の木造船の新しい標準型にさういふ方式
◇縫釘と目板◇、 をとったとはもさう文句Iま出ないわけですね。

(上村）それからさっき縦掴力のことでいろいろお話（上村）文句欲出ません。むLろ造船所はか‘)するの．
が営り前だ6

がありましたが，銀船は外板と外板とがすつかり固

着できてをりますね。ところが木造鵬ま，外板一つ（原田）さうなれば，縦弧力の改造には，それか一番一
一つが肋骨固着してるだけで，相互間の腫着といふ‐いいわけなのですが。
ものが全然ないんです。さういふ黙が規程に番いて‐.(金子）外板のシームのつながりに今の縫釘をつかふ
ない。外板相互間に縫釘を入れることによって縦掴、方法と，もう一つ，これは大型の鵬こ適用されるか

，力を増加し得る。と思ひますけれども，シームに目板を當てるといふ
●

(LL")職時漂準船で薙釘を入れたものがあるのですや'うな考へからシームのところに更に外板を張る。
〃

か。．、要するに外板を二重張りにしたらといふやうなこと
(上村）あります。，，はぃかがでぜうか。さういふ考へは成り立ちません
(山縣）木鐵船は入れましたが，暫邇の木船でもありかo
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（原田’それも結構だらうと恩ひますね。

(大場）工作上むづがしいのぢやないでせうか。－

（山縣)？それは合掘沿の考へ方だ。
（金子)さうで鍋｡ただそれを,糊を使はないで，
釘で二童張りにする。

（原田）さつきの縫釘の話ですが，使ふときにはすこ
、し細かい検畿Lてみる必要があると思ひます。縫

釘を入れたために,縫釘のところの木がまゐってし

まったり，あjるひは今までそれて助ってゐた外板が
剪箇應力を受持つ.ことになるんですから，そのはう
でこんどは参ったりすることがあるかどうかといふ

こまかな橡討が必要なのですが,1大雑把にいって縫

釘を入れることは非常にいいだらう亀思ひます。
(山縣)ですから,全般的に外板の厚さを厚くすると
いふやうな問題は必ずおこりますね6

1◇木鐵交造部材◇

（山縣)‐すこし話を鍵へまして,縦邇材のお話が出ま
、したが，われわれの先輩に小川良平さんとt､ふ方が

ございまLて，この方は眞創になって，たとへぱ内

龍骨.の上下に鐵板を當てましてそれでもって内龍骨

を丈夫にずる’かういふ考へ方を考案されました。
特許になったでずかな..…．

（上村）特許になってをります。e

〈山縣）ああいふ考へはどうですか。ある程度鐡板な

りなんなりを使って，部材のストレングスをまづ衝
、す。

（金子）それは接手部分だけですか。

（山嬬）全 膿 。 ′

（金子）その考へはいいんぢやないか，木鐵交造船と
いふやうなものになるかも知れませんが。

（山縣)ノ木鐵交造船とはすこ毒L運ひますね。部材自身
がもう木鐵なんですな。．

（金子）船全禮としては木鐵交造船の部類に｡…・・

（山縣）それは考へ方だけどれっ内龍骨の上面と下面
に……

(小山）全麓に亘って入れるわけですね，接手だけで
●

なくて。

(金子）上面と下面こ入れるよりは，サイドに入れる
はうが工作の方から｡…“ Gノ

(山縣）さうでせうね。

(上村）内龍骨の両側に入れた船もございますo
〆

(金子）今の木織交造船の構造を愛へるならぼ，お話
しの部材を用ひてやつ‘といくといふ考へも非常に面
白いんぢやないかと思ふんですが……

仙網その場合疑問をもてるのは,結局さ6いう構

造では木といふものはただ鐵板の位置をきめるだけ

に使はれたことになりはしないか。木がストレング
尋．メンパーになり得ますか。〆

(原田)木があそびますね，

(山縣）さう.でせう。木材は鐵板を所定の所におく，
この役目だけになる。

暉田）とにかく，木はあそびます。

(金子）ある程度あそびますうけれども，鐵板の方は木
と木との固着の役目をももつのでありますから，あ
る場合には考へて見る便値があるんぢやないかと思
ひます。

(原田）．それは結局木船の縦湿力材の鐵を混ぜたとい
ふことになりますね．

．(金子）ざうなり窪すね。．

｜

｜』
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Ｉ (原田’さうすると,鐵力:大き&晦力を受持つから“

これは損だといふことは定説ではないでせうか。
‘．『

(小山）私は八十噸汲の，相営長い木議の高速艇をや
ったですがね。職時中外洋を高速で航走しているし、
ろ鉄黙も現れたんですが’木鐵が混用された部分で
は鐡がもってる㈱'･ども，それからある程度離れた
木ばかりのところでは木だけがしよってるといふや
うなことも考へられさうなんでjb･これはまだ見営
だけで’たとへぱキールの邊とかストリンガーの遇
だけ鋼鐵を使ふと，その邊は鐵がしよってるけ莚ど。
も，途中の外板あたりになるとやはり木船の溝造の
・特性上ズi/が非常に出ま.すから，木がある程窒しよ
．ってるんぢやない弓､といふやうな考へ方が一つあり
ます。それからもう－つば，テンションは鋼材が背
負ふけれども，コンブレツシヨンの場合は木材がス
チフナーの役目をしてくれるので，相當にうすい職、
板を使ふといふことか出來まず。それは賓際峡黙が
でた所を見てわかったのです。われわれは域でやつ、
てゐるので安心して填木などしなかった。ところが
コンプレツシヨンでバックルしまして，坂木が沼つ．
てゐたところはどうもふません。このやうな輕構
造の船では老へられますが，鋼材が大きくなってわ
ざわざｽﾁﾌﾅーに木を使はなくてもいいといふ蕊
合には却って損だらうと思ひます。

(山縣）いかがですか，原田さん。
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（原田）どうも僕は鐵を縦躯力材に混ぜて使ふといふ
ととは賛成できなﾙ､。鐵と木を組合ぜて雨方ともに

‐使はうとすると，例の斜稽板になります。鐡を斜に
使って，見掛のヤング係数を小さく［て木と鐵との

、應力の比を雨方の諦應力の比の程礎に揃へるとい
ふやうなことになるんぢや‘まいかと思ひます。

（小山）斜帯板がショートカットしようとす今るのです
が，それをいかに木でおさへておくかとしさふことに
ついても問題があるんです。特に輕構造の船ではプ

グ
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レームとフレームの間ショートカットしてしまひまをどんどん鋼材でカバーしていくといふことで進ん
ず。だはうがい いんぢやないですか。

<原田）コンブ･ﾚﾂｼﾖﾝを受けた時にですか。（山縣）どんどんはいいのだけれども,理窟に合った
．(小山）さうです。さういふときに木を添はしておけことをやらなければならんからね。
ぱ，さういふことがおこらない。（上村）一番弱いところは内龍骨方面と瀧口の雨側で

(山縣）私，素人でよくわからないですけれども面白筒バイブレーションの補弱等に鋼材を使用したら，
木造船の峡黙が相當少くなるのではないかと思ふ。

、

い問題ですね。

(小山）有効だといふのは，軍なる私だけ①勘です。 ◇水止めの問題◇
大禮木船;よ非常にルーズですから……

(山縣）蜜際の船について一;くんやって結果を調ぺて（山縣）數日前ある會合がありまして，その席でj､私
にかういふ要求をされた人があるんです。現在木譜みたらどうかね。

で一番問題になつ≦るのぱ’水が漏れるといふ黙で
◇木鐵交造船◇

す。これにはいろいろ原因がありませうが，合板艦

(小山）木鐵混交船も捨てたものぢやないと思ひます’は別とLましてホーコンを打つことなしに水が漏れ
が,なかなか設計がむヱヅかしいと恩ひます。ほんたない方法はないかか，かういふことを研究してくれ
うに木と殿との適材適所を辨へないとできません。といふのです。大場さんが苦努された陸軍の船，こ

侭田さうですね。結局そこにし､くんぢやないかと・れは外板にゴムを使ふから問題はないけれども，な
思ひますね○にか他によい方法はありませんかね。

(山縣）木鐡交造船の話が出ましたが，あれは本來鐵(小山）いろいろな充填剤がアメリカあたりでさかん
船ができた初期に，當時の長い航路といふのはヨー に作られてをりましたですね。プラスチック・ウツ

ロツパからインドにお茶を取りにくる。それでイシドとかなんとか名をつiﾅて，やはり樹脂系統のもの
ドにきて’鋤間ですと，ドックの設備がない。しだですね。しかしなかなかいいものがないやうです
がって，ハウリングをやってスピードが落ちるといね。

ふことと，それめら鐵の出来初めの頃は鐘が非常に（上村）日本海方面では膝を使用し･とをります。とこ
高かつた，かういふやうなことで，むしろ鐵船に木ろがその漆が現在市場に少いのですから使ってをり
の外板を張って，それで銅の板を張る。かういつたませんが,今後肝究をしていただきたいと思ってを
わげで出来たんですね。ですから現在木鎗搬をやる．りました。

といふことになると，昔の考へ方ぢやいけないので（金子）漆は一面こ塗るんですか。i，
根太的に老へ直さなければいかんですね。（上村）撰手に。ですから昔の大和型ですb大和副船

』(金子）さうすれば一木船を主{こして老へた木鐵交造には槙肌といふものを使用しない。
に進まなければならんといふ･…．．（山縣）しかし漆を塗っても船が澆ふと飛びだすとい

(山縣）だからね，僕はいつも言ってるんだけど，昔ふことはないでせうか。
の木鐵船Iまコンボジツト・ジツプですが，現在われu二村）荘讃して絶對に離れない，外板全農が一漣と
われか必要とする木鐵船はレインホースト・ウッドなるから。．‐

（小山）接着割として使ってるわけですね。‐′ン・シツプでなければいけない。

(原田）職時中木鐵交筵船の研究はだいぶ方々でやら（山縣）考へ方は合板船と同じですね。
れてゐましたかあの考へも結局今のと似てるんぢや（小山）漆もやはり樹脂ですからね。
ないですか’とにかく鐵を嶮約するためにするんだ（上村）瓶肌ではすぐ飛びだしてしまふから，さうい
と､､ふことだつたと恩ふんですがね。うものを考へなくてはならないO･

(山縣）それ'まさうなんですが，ただ鐵の倹約の仕方（山縣）結局ものを塗るといふことだれo
ですね｡百何十年前の考へ方ぢやいかんといふので（上村）かういふもの鍔?ていただけば，もつと進
子 よ，僕は。・ 歩 す る ん ぢ や な いですか。

(原田）あの種類の一研究會に顔を出したこともあり（山縣）リジツ膜につけてしまった彦,ゆとりがなく
ますが’損なことはわかってるけれども，なんでもなって困るといふことはありませんか。
かんでも鐵を嶮約するためにやるんだ，といふやう（原田）全髄的にくっつけば，それでいいと思ひます
な考へ方だったですね。ね。全膿的にくっついてしまへぱ，鋼船と同じこと

(上村）ですから’今後の優秀船などは，弱いところになりますから｡.さうすれば結后蹴船と同じ意味の
企
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剪薗應力を受持つといふことになります｡それをも－と思ひますが｡現在’設計者,遥船業者,運用者の
よつと計算してみましたが大丈夫なんです。木の剪／すべてが心配してるのはやはり而狗k性で狼度ぢやな
瞥狼さ以下になりますから。・いのです。これさへだれかが折紙をつけれぽ安心す

（山縣）－それなら問題ないわけですね｡､るだらうといふので船舶試験所ではまつさきに糊の
．(金子）さうしますと，木材自身?伸縮率といふもの試験をやり出しました。
をどういふふうにお考へになりますか。そのえめに‐（山縣）しかL,.耐水性については千葉君.の所で研究を、

非常な内力が出てくるといふことは,木材の外板の＝fたのぢやないですか。，
〃幅に對して伸縮が非常にあるからo(小山）-しかし千葉さんの所でいばれた位ではどこも
（原田′それは今まで考へてをりませんでLた。一般の人は信用しないのです。やはり試騨所あたり
(山縣）それはある。が折紙つけなければやんといふわけです。
（金子）非常な内力をもつといふとと力毫へられるの，(山縣）私ほ而泳性の問題ま餘り氣にしてゐないので
です。ですから充填割では仲維性のあるもののはうすが,．ただ老化といひますか，あの問題は千葉君の
がいいんぢやないかと老へられますが…… 所で餘りやってゐなかったやうですね。

（小山).糊を使った板な〃かでも，糊ではいだ所iま参一（小山）耐水性や老化性についても，岡南型以外には
らないで，間が乾燥で出､ごきて割れてるのがたくさ永く漬けておくや5な船ではやったことがないので
んあります。す。せいぜい二十噸〈・らゐの上架す．る淡雪も多く，

（原田）よく乾燥させればいいわけですね,その黙は。それでも糊遥つけたのはまだ不安があります。それ
（小山）生木なんか(ま。 を解決してしまはうといって努力し・こをります。そ
（原田；木が乾いて收縮するのがいけないといふことれからフレームと外阪の接合部の如く回鱒する剪断
になるのでせうから，よ.く乾いた木を使って常に膨力の出るやうな所へ糊をちょっと入れて釘を諦めて〆

脹する傾向にしておけば問題はありませんでせう。しまふといふやうなことをやって．…“

.（金子）さういふことになりますね。さうすれば内力、(大場）併用するといいんですね。

はコシプレツシヨンとじて抑へるわけですからねo(小山）併用すればズレが出ませんから糊をチペル式
（原田1そのコンブレッションは木の繊維こ機の方向ズレる所に使ふと非常にいいものだと思ひます。
のものですから，木はかなりよく座縮の歪を起して（山縣）とf葉君はそれに反對してる。

相當な内力にも耐へると思ひます。、、。(小山）千葉さんは匪締用の釘すら抜いてしまぶ全義
、でした｡資験してみると，ほんたうに膠着カミっ‘､て◇膠着剤について◇′

をれぽ釘はあそぶのですね。LかL,人情としてな
･(山縣）先程小山さんからお話があったのですが，糊にかぺラバラになりさ,うで‘蔑一膠満が拙かった時
の問題は非常に悲蕨的だといふ，さうするといふとに困るといふので，心配して釘を残してをるわけで
今後の木造 船 に 糊 を 使 ふ と いふことはダメですかd.す。、

（小山）私は當分はよほど部分的に使ふか，それとも（金子）今度設計してをる優秀船といひますか，それ

’例へぱ瀬戸内海あたりに使ふローカルな木造の高級についても先程原田さんのおついやったやうに，短
な客船でも造る場合に使へるわけです。標準船や磯材を長材にして使ふといふ考へを入汽ようと思って
帆船あたりに｡もっていくといふことは，まだちよつ をるのですが,一番不安に恩ふのは,耐水性もある’

上無璽…いかといふ録:し童す｡しかし鯵諭｡‘ですが､州糊哨雌いふやぅな柵そ｜
の關係者は増産意欲はあるやうですから，糊用途のの問題で多少不安に思ひますqたとへぼ試斑材なんi
開拓をぜひやるんですね。かで放置しておい､ても糊が剥れてしまふ。 ｜

（金子）小山さん，現在の合板船，あれについてなに（小山）あの當時は消耗品だから，何ケ月かもてぽい．，
かその後の成績といふやうなことを開ぃcをられま、､といふ頭でやってをりましたが,今後欺さうばいl

ジ

せんか。 かんですからね。

（小山）先般試験所で干葉さんが報告された以上のこ（山縣)合板船の一番の難熱は，やはり高くつくとい
‘とはまだう力･がひません。 ふことですね。職時中なら値段といふことは考へな

（原田1糊の使ひ方で，いま外板あたり，木の長いの くてもいいですが，今後は値段が一番物を言ひま・

がない，そこで小さい木をつないで長い木にして現す。’

、場にもっていくといふことはできませんか､>(小山）〒般の大工は木を小さくしたがりませんね。
廷6

（小山）できると思ひます。當然やらなければいかんいf二､いち割って仕上げて，また張るといふやうなこ
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とは毛頭考へないやうでず。

◇木船研究會の設立提唱◇

(山縣）いろ"､ろ有難うございました。恐らく木造船

に關し．とこれだけまとまったお話を伺ひ得る磯會は

ほかにはないと思ひますb今お話を承ってをりまし

て今後木遙船に關していろいろ研究すべき問題が澤

山あると恩ふんでございますが，一つこれを複會と

しまLて，大學船舶試験所,運管會,木船聯など

が中心になりまして，木船に隙する研究會を造船協

會あたりでつくったらどうかと思ふんでございます

がいかがぞございませうか。

(大場）結縢ですね。今までの技術規程を運楡省のほ

うから取って，どこか民間の團鐙がやったらいいと

恩ひますね。

(山縣）海事協會も木筵船の猿査に進出するやうです

から海事協會力鼓術規程を制定すべきでせう。それ

には原田さんのはうの研究なり，試験所の木船研究

室の研究なりで，ある程変基礎的の根擦をつくって

その結果を技術規程iこ採用させなければね｡ただ観

念的に議論してもなかな‘かウンと言はないですか

r>o

(大場）それは船雛運管會なり,木船協會なり，使用
者の意見ならびに使弔者側の賓際の經蟻の結果を取
り入れていただいて，その都度どんどんルールを鍵

へていかなければダメだと思ひますね。技術規程な

んかを大鐙省令なん号･でしぼっておくのがいけない

と思ひます。

(上村）私の奉職致してきります木船聯にも技術委員
・會といふものがあるのですが，その中にかういふこ

とをやっていただいたらいいと思ひますが……・

(山縣）同じことをあちこちでやるのは詰らんから，
‘造船協會なり，木船聯なり，とにかくどこ･かIこ－つ

の集りをつくったらどうですか。

(原田）（大場）結隣です。

(山縣）木材はその性質上，これに關する賓數の数値
がバラバラするものですから，研究室だけでは不充
分で，是非とも責際の方面と蓮絡達とっていかなけ
ればならない｡理謂と賓際の方面とが結び合はさっ
た研究會が賎しい。その主催は造船協會でも’ある
ひは木船聯でも結線すが,一つ私お世話いたしま
すから，皆さんの御参加を願ひたいと存じます。

(記者)それではこの邊で,．≦…｡どうもありがたうご
ざいました。鯵）

●

、

ー

編輯も技術文化研究會發行所・天然牡､

定債4圓（〒10銭）年極概算48回技術文 化

4．5月合併號（第1巻・第2銃）目次

技術史が與へてくれる職び1．.(.…….…;…..;…．
ガリレオ・ガリレイの特許申請・…………"…･…･･･

ゲーペル.LIBERDESEPTUAGINTA….…．．…”

［認論］技術と政治…･…"…･………･…

・赴會技術としての政策……………………，

賠値問題と農村工業……………………・

文化のすずめ1..,…………………”

地方文化についての感想と室想．．……･………･……

力デン‘ツア 2．….…….…………・

カッシラー‘‘獲燈概念と關係概念”……･･･………”

………｡.、三枝博香

,.…..．.…加茂儀一

…………麦干潟ﾝ籔争共諜
●

‘….……・會田･稻村･武田・坂入

,".……”武田良三

,.………．坂入長太郎

,………・・會田軍太夫

…………田中蜜
－

，.…....…稲村耕雄

,.……･…武谷三．男

~

I、

6．7月合併號（第1巻-･第3號）主要目次（特便5回）

「討論科學と認識論………･…""……･………．．……････岡・古在．佐藤・武谷
アメリカ工作機械發逹史……･･･……………･……………．．…加茂儀一

鍔働醤學と努働技術…･･…．．………"……………………石井金之助

技術二論ノ『－ト･･･……･･･……･……"……．．､…･……岡、､，邦雄
、 ・

デイ‘･~・ゼル‘‘技術論''..･･……．．…………･'･……．｡……．．…衝田軍太夫
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‘

可愛断面棒の僥振動数に關するj
一近似的計算法

4

’

渡 遥 正 ． 紀

ろol緒言

可鍵蔵硴唯獅に關する問題瞳塔職桂懲が=聖』r(g)'"'
．γ 13A･x2cz"の振動,船罐の僥振動等に關聯して古ぐより研

(2.3）
4グ

究せられて居b'),叉最近は別の方面から多数＃上式に於いて振動数の算定には箕際の澆曲線
の有益なる研究がなされてゐる21。然し任意のより少し異った背のを假定するとその溌響は少
可愛断面を持つものに,ありては，その断面の慣い事がしられる故,近似!:として断面一様なる、
性モーメントと並びに断面積は一般には数式を棒の僥曲絲叉は端部條件を瀧足するII意の他の

懸駕蝿娑壹臓愛撫一驚籏縦嘆熱聴雪墓
断面が任意の特定函數(指数函数叉は霧級數）し任意の可愛断面棒に對してA及rを一般に
を持って表し得る場合について數學的厳密解をは宛の函数として表す事は出来ない。依って
求めて置きそれに近き断面窒化をなすものと考次の如き便法を老へた。

’へて行くか,或は圖式解法に依り基礎微分方程 今或る基準となるべき断面積AC及慣|生毛

式を解かんとするもの3)，叉はエネルギー法と一メントIbを假定し，各位置に於ける|釿而積

圃式解上とを混剛して近似雌求めんとするも及び慣性ﾓーﾒﾝﾄに關する士及去曲線が
の4)等,種登なる試みがなされてゐる。。､第1圖の如く表され↑二とする。この場合これら
向近時高橘氏は断面が連續函數なる場合を，

I

旬

I
F’

1斗

一

一

StUrm-diauville型固有値問題として論じた5)。

…＝ﾙ雫_…備るに醤‘…毒。
筆者は任意の可鍵断面棒にRayleigh叉は

I

等的な考へ方を以て多数の階段的籔面鐙化をな
す棒に瞳き鍵へて'みた。その結果割合に簡軍な
る數仙計算を以て厳對解にくらべて相営精度の
よい結果と得る事が出來を。。

一

勿均‐2－般論

一般に可愛籔面棒の振動の微分方程式は

"(EI")+誓慕=0(2･1)
～

である。但し鼓にγは単位髄稜の重量にしてg
は重力、加速度Eは材料のヤング率I及Aは
夫登断面の潰性モーメント及断面稜を表すもの
とす。黙る!ご(2.1)式の厳密解を得る事ほ困難
なる爲，振動數のW定には近似解法としてエネ

ルギー法が多く採用せられてゐる。即ち振動中
の捜形を

y=X.cospt.(2･2)

とすﾙLIjfmax・P.E.=max.K.E・の理に依り

CircularfreqUencyPは次式に依り求められ

第1園

の曲線を多薮の階段を持つ曲線（即ちStuffen-

kurve)を以って置き換へたとしても大した誤

差ば伴はない。從って（2.3）式の穣分は鍵域
を夫菱分割して考へれば行ふ事が出來を鐸であ
る。

圖に於いて愛域0≦免≦Jを”分割せる場合

各厘間に於けるAﾒAo,I/Zbの値を夫を狸1,"2,
1′

･･････，似痢；A'，ス2,.．…･し，を以って表す事にし，

且各階段位置を座標原識より近き所より始めて

夫迂11,ﾉ2……とするならば,f2･3)式は次Cび如

く書換へる事が出來る。

I'

I

－

一
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幸一

季

〕

一

いて計算を試みてみる事にする｡，

断面一様なる棒（その断面積をAo,慣性モー

メントをIbとして,そのCircularfrequency,

を'0とす）の振動方程式の一般解は周知の如

く

-X=C,(coS"+Cos〃")+Q(cos"""

－cCs〃")+.Q(sin""+sm〃跡）

-+Q(sm"－smルルえ）(3.1)

が=孕舟
刀

暑"II:_:(g)'竺仙
Z",l:-'xzd"
j＝1

鼓にJO=0J"=ノなり。

、因に均一断面棒（断面積==Ao,慣性モ臣メン

ト=Zb)の振動数力0は一般に次式に依り表は

される事が知られてゐる。』

封＝鶚” （2.5）

鼓に〃は‐

縁=鵠（26）
と置き，基礎微分方程式より導ぴかれた振動方

程式の根を表すものとす。

依って今各分黙を等分黙にとるとし．（2．4）

式を(2.5)式の開係を用ひ書換へるとすれば，

次の如くなる。

が－1－

力；一鯵

身嘩↓開"("；

冒
恥

γ
・
０Ａ

２
０

・
力
’

’
一
一
■４た鼓に

に依り表はさｵ''る｡

勿論積分常數C1,Q,Q,C4は端部條件に依

り決定せらるぺきものにして，弗＝0に於て固定

せられ，他端部自由なる棒に對しては次の條件

より決定せられる。

=(1)(X)x=0=0

1㈹
(2)(幾二)雲壽,=0

(3)(-祭)圏-‘=0

“)(-籍)鱗と,=0
．而して最初の2個の條件よりC1=Q=0とな

り他の二個の條件より振動方程式､

cos";cos〃〃=-1.(3.3)

及び正規函數として，

X=Q[(cosﾙ兆一COS血陀舞)-9(sm"

-sm〃た")]"
.cos"+cos〃〃

（3．4）9=sinmsin〃〃‘

を得。

（3.3）式の各根陀jJ並にそれに相當する砿

の値を表示すれば第1表の如くなる。

第1表kjI及びqfの値
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故に豫め各種の端部條件を持つ棒に就きその

振動形を假定し夫凌の場合の次の積分値を計算

し表示しておくならば〃,"j(j=1,2……）は

直に決定出來る故,(2.1)式は容易に計算する
事が可能な鐸である。

為=IZ'(g-)2"
’㈹

（′＝1,2,…"）刻

',=IZ'J-('=]息…")
”

次に上式を片持梁の振動数の算定に應用して

みる。

，3片持梁の澆み振動數の算定

前述の如く振動数の算定に當り資際の振動曲

線より少し異なるものを假定するもその影響は

少い事は知られてゐ･る故,･近似澆み曲線として

断面＝様なる棒の撲み曲線を假定した場合に就

il&|2131415161，7
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然し我盈の特に必要とするものは基本振動数

に對するル12及び91の値であ､る。

依って

；二職篭鮒謝為(3，
と置く事に依り基本振動に對する（3.4)式は女

の如く書き換へられる。
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毒 寺

今

x=g[g･s黙4-2ds";'")](36)
（3.6）式を（2.7）及び（2.8）式に代入すれぽ

7ｶ．

’・一望li偽，
（3.7）

p:．”

4I",
●．i＝1

●グ
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■臘一瞳{g･鼠鮮藤)≦
．”－

_+-E鶚舞M-yd"

’㈹〃薑I='(=""
。｡s緋官型)2“

となる。．、

．而してこの時陶』た('＝''2，．･…･"）は或る

‘特定の当宛に就て豫め計算し得る所のものであ

る。例へぱ認＝10とせる場合の夫糞の値を計

・算すれば第2表の如くなる。、

第・2表・

"Ji(i=1,2,二….泥）の値
、‐

（殉＝10の時）

謁乙脳

Ao=26,Ib=463、…3となり任意の妬断面に於て
は

O

A 妬

｜“．
‐－－:＝1－－－－－

~AO~~'Z

升=‘一子)’
となる。‘・

今愛域0≦銘≦Jを’0等分し,A及r曲線
を階段曲絲に置換へるとせば,"i,)i(2=1,2,
為､…'0）は夫廷次の如くなる。
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|qll4､2102"330410472010"7]Jj

'|｣|21314154數値計算例

既に厳密解の知られてゐる二，三の例題に就

いて比較計算を行ってみる事にする。
〃

（1）棋形の片持梁

第2囮に示す如く箪位厚さを持つ喫形の片持

梁を取扱ってみる。かかる例に對しては正規函

數はBesselfunctionで決定せられ次の如き嚴

密解がしられてゐるβ)o

，="'5会,/零、“）
圖に於いて妬＝0に於ける断面稜及び憧性モ

ーメントを夫生Ao,Zbとせば''-
●

#'|｣.0001q7291052110S451"0216ノ

"'lO.649711474810.19131"21010.1225
1i"|0"991134611Q164410.06561"265一

#’617181911｡
A'|"251d0641Qo2710.00810.00｣
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依ってA及r曲線を階段級數を以一輯換へ

る;とすれば，〃jii(j=1,2,……10)は第4表

に示す如く‘な，る。淌同表中に少2/パの計算を
行った結果

が‐

源=7.1637 （4.11）

が得られたら

， 第 4 表

圓錐形片持梁の振動数算定（3.,の方法）

'11’2131 415
|0.9

1-0001
'0〃 |“

三

|qO6"
'"|Lo １

１
１

0.8

qOO121000541八’00002 OD393

","|000021-QOO,,lOj,04310○275､'0.0377

’’617181 9≦｜］0
’05ﾒ〃 |Q2 ’|“ |03 0.1

〃’011421q21021033041q472010647』
’|0.08411QO9911“’00571 0.0854 0.0647

111:1iO"|0409610"11"29610‐

Z"ji=04589
1．

イ掌…，”
10′

が":=ZA,
1

然るに,‘朧(2.5)式に40=26,Jo=÷63,.
&=gzE-を代入ずる事に依，

，｡=3"6会,/要“6）
に倖り表される故に力の値は次の如くなる。

，=35,56×1.65鱸会V要？．
＝鼠830舟,/要（4"）

この値は（4.,）式に比較して9．68％の誤差と

なる。

（2）回錐形の片持梁

本問題はKirchhoffに依り取り扱ほれ基ｲ振
動に對して一 錘

，=""帯,/享一（"）
を與へてゐる7)o

因に同じ長さ同じ底面を持つ柱髄の振動数は

鋤=,"578暑,/写（4”
"｡

なり。

但し上の二式中のRは底面の李裡を表すも

のとす。

‐ズー0に於ける面秋及横性モーメントを夫舞

40,Zbとすれば，任意の苑断面に於けるA

及ざは夫堂次式に依り表される。

÷=(,〒今)，
升=(1－÷)‘、 ．（4.10）．
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0410.472010‘"71．0｣'"'0210210"04～

一
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Z織乃=0ﾕ618
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1

／掌"…”
10

′図ﾉ=Z〃胸
1－

即ち（4.9）式より

′=175焔×2‘76器1/写

＝4'0場,/平《"2）
を得る。

此の値を（4.8)式と比較すれば7四％の誤
差となる。
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r(3)煙突の振動数算定

鼓-醗値計算を試みんとする煙突は大森博士
弓

が實測せられた550沢の鐵務コン.クリートの

j僅突にしどこ＃しに對して既に松山氏がTobin
、≦の行った船鵠振動数算定法を應用して數値計算

| 鰯
1．．第5表

1
ぐ

〃

~

|0210210.330410.472010647』八’0.1142

|O.042610h6"|qO88210.09741Q1226"i〃

10

Z""=0･4657
‐ 1

●

m_/101

／尋"雲"“_":=X"'
’1，

gpも蓋=畑’《4･13)
然るに最下部と同一断面を持つ場合の力8の

値は（2.5）式､

Zb=63.049尺4Ao=310.70ER2

1=550吹陶=竿旦産代入すれば
,0=11.62×iO-6×1.00×104×14.25=1.6558

→となるが故に

・カー1.646×1.6558＝2.725

となる。

故に振動敗宛並に振動週期rは夫觜次の如
<なる。，

〃圭辿＝0.4337/秒
2元

T=÷==2細秒
此の値を松山氏の計算値”＝0.型14/秒,Z=

2.42秒-と比較すれば，”に於いて4.83％大き
くなってゐる。

尚大浜博士の震測値2.53～2.55秒に比較すれ
ば9.75～10.6％の誤差を含む事になぞ。

本縦數値計算は大坂工專造船科第一回生諾
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煙突の振動数算定（3．1の方法）
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船 協會講演會雑感
＝

山縣昌夫造
古年

一‐

▲

一

本邦唯－．の造船遥磯學會↑こる造船協會は一昨の熱心さは協會の豫定した所要時間を著しく超
年の］1月に講演會を開催して以來，戦局の苛過させ，聲食のための1時間足らずを除いては
烈化敗戦後の祗會情勢などの外的條件による~休憩なしに講演討論を連績狸行したが,なほ前
集命の困難乃至は不可能に基づいて，協會本來後10時間餘を要し，閉會は豫定より1時間半
の使命であり，最大の行事である學術溝演會のも遅延して7時半にもなる有様であった｡これ
開催を中絶するの止むなきにいたり,｢本會は毎は講演者及び討論者の熱意の反映として喜ぶぺ
年春秋2期に講演會を開催す』との協會規約をき事責には相違ないが；その反面において短時
変,し得す，學會としての機能を全く停止した闇をもって講寅者鍵骨の研究成果を出席含員に
かの憾があったが,､その後における協會営事者理解させ，討論させやうとする協會の企護に根
の努力は，幾分なりとも好鱒し來つた四園の情本的な無理が存在することを端的に物語ってを
"勢と相俟って，この5月5日に東京帝大第一工′り,講演會を2日間に亙って開催し,講寅者及
學部講堂において講演會を再開するの運びとなび討論者にその意を十分に壷くさせることが學
り，1年半振りに斯界の渇望をいや.した。もつ‐會としての責務であり，この鮎協會當事荷の再
とも從來誌蕊會に常例的に附随してゐた工場見老三思を要すべきであると信ずる。かって筆者
學,晩餐會などはまだ開催困離な事情にあり，－が出席して講演したイギリス造船學會溝演會は●
との鄭講寅會参加者のすべてに一抹の物足りなユ4の講演を半日づL3，日に亙って綾行し，論
さを感じさせたのは致方ない。文の發表，特に會員の討論に對し十二分の時間
協會は事務所の罹災によって會員名簿を焼失を用意するとともに，難解にして貴重な學術諭
し，今なほこｵLが再調の途上にあり，從って住文と長時間連捜して取組まねばならぬ出席者の
所不明のため講演會開催通知状の郵送不可能の糖赫的及び肉艘的過努を避けるやう計謹さｵして
會員も相常数にのぼり，また通知"《の印刷に手ゐたこと肺が學會の學ぶべきごと上思ふ。
間どり，しかも郵便物の遅配により講演會期日一一本講寅會に話いて發友された論文は前記の遁
前に通知状を入手し得なかった會員も多杢ある‘り13篇で,海軍解鰡後といへども過去の講演會
と聞いてをb,さらに鐵道，宿所，食糧室ど各に較べて，その數において優るとも決して劣っ
般の事情に災ひさ鯉て地方よウの出席者が殆どてゐないことは，講講會が暫く中絶されてゐた
皆無乙近いので‘まないかと推測されるなど,-幾一といふ特殊の事猜が幾分なりとも手つだってゐ
多の悪條('|が重り合って講演含出席者が極めてるとぱいへ，意を弧うするに足りる。こ師ら論
少數であると懸念されてゐたが，時節外れのう文をその取扱ってゐる問題によ君て分類する‘
すらまい′j､雨にもかへはら表,豫想を全く裏切と，狸度關係6篇,流鰕力學淵係3筋,舶用機關
って前例のないほど多數の出席翫§場内に見ら盈係2縞,その他2篇qとなってとり,弧度關係の
れ,正午頃は文字通b堂に滿つの盛況を呈した論文が全罷の略掩半数を占めてゐる｡講演會に
ことは驚くの外なく，殊に畢生を含み，比較的出席し左誰もが感じたであらうことは，問題を
年小の會員の出席者が目立って多かったことは主として純理論的方面より考察した論文が著し
今回の識寅含の特長ともいへ，わが迭船造践學、〈増加したことで，遥船關係の糾學的研究に語
界及び業界將來のため洵に慶賀すぺき現象と感いてとかく訣眉とされてゐﾅﾆ霊験的研究と理論
じた。的研究との砿行状態の弊が是正されやうとする
講演會は井口管長の開會の瀞に始堂り,筆者，濃厚な機運が窺は沁殊|こ敗戦|こ基づいて航空

の剛命の僻に経る間において13名の講演者に科學の研究を禁止された今後の造船科學な國内
よ~り研究論文の發衣が行はれ，これに』ルて質航空科學より理論の輸入を期待し得余，自力を
疑討論が活溌に繰返さｵした。講寅者及び討論者もつで理論的方面の開妬にあたる必要に直面し
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たわけであるから，この一般的傾向は極めて高のであり，その主目的は制限水路を航行する船
、、<評債さるべきものである。が受ける抵抗の絶對値を算出する方法を求める
・13篇の論文中，その6篇は東京帝大關係者にあって,この場合の水抵抗を便宜上摩擦抵も・

より,〆壼た5篇は三菱重工業關係者よ'り發炎さ抗，造波抵抗，造凋抵抗，堰返し波に基く抵抗
・れ,この意味において,今回の講演倉ば東大及びの4種類に分割し，その各凌が水深及び"く幅の

三菱の合同講演含といふも決して過言ではなく制限によっていかに塗化するかを，主として船
雨者に最高の敬意と感謝を表するとともに，他・燈の周園における水流状態を基礎として数重的

」の學佼，造船所などcび關係者の奮起を切望してに究明するとともに，さらに適営蔵る修正項を
，止まない。なぼ講演會ごとに貴重な實験的研究も挿入して，任意の制限水路を航行する船が受
を數多く發表して斯界に絶大の貢献をなしつ‘上ける抵抗徒って有效馬力に對する半貰驍的算
あった海軍の消滅により今後との方面の研究に定方法を考案してゐる。、

′大きな孔が溌想される責情に鑑み,戦争の影響制隈水路の問題は蛮蜘には船が運河河川な
を受けてこれまた暫く中絶のまムとはなつてゐどを航行する場合に起るもので，水深のみが制
るが,数年前から溺力をもって謝會を開催し，隈された場合に嫁べてその適剛分野が著しく狭一｜研究報告を公刊してゐた船舶試鹸所の全面的乃くう．殊にわが図においては船舶が航行する運河一’
至は部分的参加による本講演會の補魍工作が當…河川が比較的妙いため從來餘り研究の對家とな‘
黙考慮さるべきで,協會及び試論所の雨當事者つてゐなかったが;試験水槽における模型礎騒i
間において改めて再徐計さるぺき重大な課題とに對しては極めで重要な問題であるoすなはち、‘考へられる。

水構の水幅は水深が無限と宕倣される場合に對
●

本講演會において發表された諸論文の内容を・し水幅の影響がないやうに決められてゐるので‐
その梗概"前刷と朧氣な記憶.とを辿って簡単にあるから，水槽に)おいて淺水影響を迂騒的に研
紹介してみやう。､究する場合には必然的1こ水；Kが模型の抵抗など
乾崇夫君の｢淺水及び制限水路に於ける造肢に影響を及ぼすことが想像されるb航空力學關
抵抗一一特に其の不連綴性に就いて」は昭和19係においては早くから風洞の境界影響の問題が

一年11月に發表した木下助教授との共著｢没水取風あげられ,理稔的こも変聯勺にも徹底的に
楕回磯及び一般水上船舶の造波抵抗に對する淺研究されてゐるにかムはらす,水稚においては
水影響の理論並びに計算」の績篇で，水深ばか、制混水路の影響が殆ど取扱はれ．たことがなかつ

りでなく水幅も制.堤されたいはゆろ制限水路をた｡'今回乾及び木下の南君が發表した2論文は
航行する船の造波抵抗の待性を理論的に論じたこの問題を理論及び焚壌の雨方面から掘下げて
ものであり，水幅が無隈で水深、みが滝ぃ場合論じた極めて貴重な文献で，世界造船學界に誇
には孤立波速度において速度に對する造波抵抗るに足る研究と確信する。
の一次微分噸§不連偵であるが,造波抵抗の値谷口'i!君の｢船舶推進問題に關する二三の簡
は連陵“るに反し,水幅も狭〈て水路が制混便解法｣は(')推進器直經の簡便決定法,(2)
された場合には造笈抵抗そのものム値が不連漬抵抗，禅ﾅ，舞堆‘埠同茜iI旅;備虚1，,､,“__.．‐‐‐
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瞳畔撰」は（1）推進器直經の簡便決定法，（2）
抵抗，速力，推進器回韓連座，推進器割の,微′l、
鍵ｲﾋ間の關係,‘（3）速力の僅かな愛化に封嘘す
る馬ガの塗牝の3部から成るもので，これらを
簡軍な理論と多數の資料の解析とによって手ぎ

QD

はよく論じ，初期設計などに際し変際家の使月j，
に便ならしめてゐる。特に（1）の主機の‘馬力，～
推進器の回聴數，船の速度などによる推進器の
最良直郷の算定式は兼ねてから筆者が知りたいノ‘

と思ってゐたもので，著者の簡便式の利IM慨仙
は極めて高く，一般に甚だ有益であると老へら
れるが,さらに慾をいへぼ,問題が推進器設計

となることを示し，造渡抵抗に及ぼす淺水及び
制限水路の影響の本質的相異を明確にし,試験
水輔において水深を鍵<して行った模型試験の
結果は水械の雨側壁すなはち水幅の影響を受け
やすく，これがために賞船が淺水を航行する場
合に受ける抵抗とは著しく相異する七とがある
旨を注意してゐる。

木下昌雄助教授の「船髄抵抗に對する制限水

路影響に就て」と題する論文は乾君の論文と同
様に制限水路の問題を流贈力學的に取扱ったも
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の根本であるだけになほ正確な最良直狸値の算一た系統的實鹸により確め，こ､の結果を基礎とし
定式について研究を進められんことを期待す．て著者はつぎのやうな釘の新設計法を提案して，
る。ゐる。すな,まち固着しやうとする木材自鰐の前
奥田克己博士及び田川信夫君共著の｢鐵系推塵比例限を豫め求め,これに適営な安全率を考一

進器の電氣的坊蝕法」は同君等が昭和19年4慮して許容面唾力を定め，釘孔の最大面唾力を
月､I乙發表した「海zk中に於ける鋼板の電蝕並にこ恥に等しくすることによって釘に許すことの
推進器の電氣的坊蝕法」の絞篇と見るべきもの出來る安全荷重を計算する方法である。鐵鋼事
で，まづ海水中における軟鋼の電氣的性質につ‘徹§極度に窮屈化し，しかも航洋大型船D建造
いて研究し，この綣果に基づいて外部より電流が許可され難い現状において木船は戦時中に劣
をg総して餓系推進器の腐蝕を防止する方策をらず益箕その重要度を加へつムあり，その反面
‘樹て，模型推進器について変瞼を行って好成績．において木船の構造に開しては從來各方面にお
を得，さらに進んで2隻の賓船にも應用して豫いて基礎的になみら研究されることなく，奮態
期の效果を縦めてゐる｡戦時中銅資源の不足に依然走る箕情に鑑み,原則助教授の木船溝造に
より從來一般に常用されてゐた青銅製推進器をついての庚範に亙る學理的研究は洵に時宜に適、
製作することが出來す，すべて鐵系推進器を使したものといふぺく，殊に今回の論文が木船簿

‘用したためその著しい腐蝕に苦しみ,現に造船造における最弱黙である固着の問題を取扱って
協會においてもこれが對策に開する研究委員會ゐる乙とは極めて有意義である。同助教授D今

，を組織して調査研究したが，いまだなんらの成後における一層の研鐡を期待して止まない｡
巣を得るにいたってゐない。筆者は戦時漂準船林毅助教授の「補弧板の應力解併」は縦横に
のすぺてにこの簡易な"しかも完全な防蝕法を賞補弧された捕謹板について純剪断場を假定し,
施し，その推進器を保護することが現下の急務主として弛緩法、適用により應力分布の計算法
であると信ずる6。，を考案した理論的研究結果の報告で，著者はこ

・酒井彦四那君のr電氣的坊蝕法の數學的考察」の方法を使用して一般直交異方性板，特に有孔
はまづ基礎的､仮定を設けて,分嘘唾のない帯板の應j分布の近似解析が可能である旨を附
場合及びある場合の各糞について電氣的防蝕法岩してゐる。從來航空機關係におし:-こは腰廷應
に對する基本式を求め，それらの應Ij例を示し伽されてゐた弛緩法Iこよる補弧板の應力分布に
た極めて基礎的な理術的研究で，奥田博士等の開する研究を林助教授が本協會において發表し
前満文と併ぜて三菱長崎造船所における電氣的た意途は恐く船臘の構造にも適用し得ると考へ
防蝕法、最近における研究結果を公表したもの・たためと想像され，これを契機として造船關係
-Gある。學者のこの計算法及びその船鰡樵逝への應用にh，

山本襟之君の「平面構造物の振亜について」開する徹底的研究が望ま'しい。
は,直紡部材からなる平面構造物の振動に對す吉識雅夫教授及び窪野順一沼の共著｢無肘板
る審邇の振動方程式は行列式で，その計算に非式船底縦邇材に就て」はイッシャーウッドの無
常な困難を件ふため，これを簡易化する目的で，肘板式船底縦邇材が船底からの水唾によって曲
行成鯉た純理”勺取扱である。げを受ける場合に，横隔壁の下部こ船の幅の方
原HI正道助教授の「釘の一蒜|-法lは昭和19向に張られ,たこ亜張，すなはち隔壁が縦邇材･を

年4ﾉJ及び11月の雨度に亙って本協會に發表支持するための中介僻として取墹けられてゐる
しだ木般の鋤1度｣など‘典ともに同助教授､木二重張がいかなる作用を及ぼすかと理論的に究

明した報告で，これによると二重張は単に縦迩・船'こ開する通度研究の一郎をなすものである。

2箇の木材を固芳してゐる釘に剪断力が働くや‐材の縦掘力連俄性に保持の槻鮎からばかりでな
うな力を加へた場合に，釘の孔に起る最大の面〈，曲げiこよって相髄の應力を受けるといふ見
唾プjが木材自総の面唾比例限界以上になると,・地からも，設計上に老倣を桃はなげればならな
2樹の相對的走り量が力に比例しなくなるといいとの絃論を得てゐる。この論文の討論こおい
ふ事箕を，極めて多数の試験材を使用して行つてこ重張を船の幅方向に無限に長い箭諏と看倣
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し，その自由長邊に等調隔に縦通材が固着ご恥
てゐるとの著者の假定に對し，二重張の癌を無

限と看倣さす,有效喧に限定して，これと縦邇
材とによる組立桁を考へて弧度計算を行っては
との意見が注目された。・‐

伏見榮喜君の｢波型銅板の狸度に就いて」は
船髄の構造こおいて外板，隔壁板などのやうに－

見るべきで，從って平時に復歸した現在におい
てはその構造懇度を再捻討し,′國際的に制定さ
れてゐる癖過度以下であると認められるもの
については，これに對し補握工事を施すか，あ
るひは指定滿載吃水を改訂して減少させること
が必要となってくる。特に航洋大型船について
は將來國際航路に從事すべき關係からこの虚置｝ 縦横に桁を取附けて補狸した補弧板を波型板でが絶對に必要である｡しかるにこの當面の責任！
一''~~,~一'"』､'ﾝ・歩‘'，ー'げこ司蘇ツー、三t銅'1示小らこα〕庭置｜

代用しや~う-とする場合の設計上の資料を得るた者たる政府もしくは船級協會からこれに開する~

めに波型鋼板について湿度黄駿を行った研究報研究結果が發表されたことを聞かず,筆者はこ
告である。波型鋼板の波方向を水平とし,これ‐の黙において甚だ不猟であつ↑こが’加藤及び岡
に間隔を自由に調節し得るやうに竪桁防澆材を部両君がこの桧討を行ふとともにその對策を老
取附け，この試験材に水唾を加へて竪桁防捷材究して本協會に報告されたことは洵に有意義D
の僥み，波方向及びこれと直角方向の各難にお‐．とと上思ふ。しかしながらその結論を果して垂
ける控みを測定し･その結果を計算値と比較し遍拘…と看倣し得るか否かについでば多鼻
て,変職唾力すなはち挫屈荷重以下においてはの疑問がもたれる。すなはち船彊の弧度計算は
波型板断面の1心距の断面係数をもつ波方向の種盈”窓定からI{嬢し,その計算方法も一定し
梁として取扱って大差ないことを明かにした。てゐないのであるから，計算結果を政府なり船
従って波型板構造においては波型板1心距の断級協含なりがそのま』是認することは必ずしも
面係数を從來の縦横補弧板構造における防携材想像し難く；從って學剛勺には兎もかく，寅際
の’心距の断面係数に等し<なるやうに設計す的には政府もしくは船級協會が先頭に立って眞
れぱよいわけである。この結果籏防僥材の末端剣にこの問題を桧討することが必璽である。例
の固着及び竪籏防携材の相互固箔に要する多数へぼこの論文の著者は外板の腐蝕に對する厚み
の部材が不必要となり，重量は約20％輯成さの餘裕を考慮するときは自ら問題が別になると‐
れ,工数も著しく節約されると著荷はいつてゐ附言してゐるが，資隙間函としては必ずこれを、
ろ。船艫の擁造に波型鋼板を使用する詰想ぱ外考慮して湿度なり瀧載吃水なりを決定するとと
板の片側の縦総をフランヂしてこれを樅通材にが必雲であzのは當然である。両君の論えの發

タ－

代用させやうとする考案と､い同じ性質のもの‐表を機會として政府もしくは船級協會が即刻こ
で，その凌雌には研究の餘地がまだ多分に淺さの問題の徹底的調査研究に着手せらｵM,ことどれてゐるものと思ふ。’ゞ切望する｡．．
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加藤守及び岡部利正雨君共著の「A及謹TL妹尾三郎君の「戦後標準貨物船用機調部」は．
戦時剛船に對する弧度的総討及び對策｣｡は扱一戦後における標準貨物船として'遠洋用総噸錘
度上種蕊問題が仔在する戦時標準船のうちから6000噸,近獅3000噸,沿岸用1000噸の3
A及びTLの雨型船をとり出して，その縦掻種の船型を選定して，これらに對する經濟的磯
度，外板､外板接手及び船底構造について湿度開の雌交研究を詳細に行ったものである。結論
的検討を加へ,TL型紙まこれになんら補狸をとして主機にはタービン，汽罐には水管罐を採
施すことなく‘十分運航に耐え得るが,A型船に用し，また捕機は電化すぺしとの從來の恕念よ
對してはﾀ|板接手部の補魍及び船側外板下部の‘りすれば劃期的とも見るべき具髄案を提唱して
防携材の新没を必要とする旨の紬諭を得たものをり，これによって從來の設訓.に較べて機關部．
である。元來戦群標準船，殊jこいはゆる改型の、の重量が約20～30％，燃料消i職が約10～2〔
ものは戦時中における特殊の事賊塑づいて鋼%節約され,しかも製造涜格において餘り相異
船僻造規程を相常程度離れて比蜘勺輕雄造に設がないことを指摘してゐる。平時における標準
計され，しかもこれに形状吃水を附與してゐる船制定の可否については議論､餘地の存すると
が，これはあくまで戦時中の臨時的應急措置と（295頁へつ時く）
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熔 接②、佐々木新太郎
一

度高速
1

~、ー

孤が消えて熔接が中止される。こんなことが操
(VIII)純自働熔接

一り返されて，自働拘に熔接を綾けるこ,とが出来
ユニオン＝メルト

ーG

ない。故に被覆棒を用ひるととが出來ないので、

米國は總ての工作機械を通じて，自働，自働裸棒を用ひ，之を歯車でしっかり噛まして,-棒
というて自働が好きでありますから熔接もそのの途り出し速度を鋭敏に加減して電弧の長さを
選に漏れず,自働熔接機と稲せられるものが以一定に保たしめなければ自働勝接は出來ない。
前に澤山出たのであります｡それが日永にも輪以上の理由で自働熔接機は裸捧を用ひなければ
入せられ壷した。その主なるものはウエスチンならぬのである。それで總ての自働熔接機は全
グ．ハウス式，リンカーン式，及びG・E式等部裸棒を用ひてる。その中でも多少智慧を出し
でありますがラ何匁も廣告を見てよささうに思、てやったのがリンカーン式である。リーンカーン
ひ買ひましたけ恥ども，實際使って見るど廣告式は赤崎式同様に棒を開先の溝の中に寝かして
程にうまくゆかんので,どこでも買うたままで其上に熔割を載せ,炭素棒を自働熔接機で走ら
責用に使つてはを-りません。どこに行きましてせ，共電弧で溝の中に入れた棒を熔かして，自
も自働熔接機は縦物汲ひにされて,工場の隅､働熔職し』:弓といふのであｳます｡これは棒
に郷り数しになってをります。私の所でもウニを濯かしてやるのですから，別に歯車で噛んで
スチング.ハウスのを買ひましたがやはり現場被覆が剥げるといぶ心配はあbまぜん｡抜に棒
では使ひませぬので只今は資験用として研究室に被覆と使ふことも出來ます｡然し之でやりま
に置いてるといふ有様です。斯くの如き現象をすと@開先の底に於ける熔込が悪い｡､又熔接線
呈する原因は伽の自働熔接擬にも共通的な二が蛇の様にうねって居りをすので,この中に眞
っの鍬鮎を有して居るからであります。そ､@一直ぐな太い棒をきちっと嵌め込むといふことが
っの妖靭ま裸棒でなければ自働熔接は出來ぬと出來まぜん。9粍もある太い棒を熔接線の曲り
いふことであります。自働熔接機で熔接をしまに合ふ様に曲げて溝の中に嵌め込むことは非常一
すと，棒が熔けて短く減ります。この減っただに困難であり蚤す｡叉鈑が上下に波を打った様
けを自跡勺に棒を途り出､して楠はねばなりませになってるから,､との上に棒撫せましても棒
ぬ。力郵に接燭した部分や，離れた部分を生じて雛
この送り出し速度を棒の減り方の多少に應じ・れた部分の踏接はうまく行きません。以上の様

て，速くしたり，遅くしたりして，電弧の長さ．な困難が，責際の場合には起って來て，リン‘カ
プ

を_定に保つのであウます｡この熔接棒の逢り‐ﾝ式自働熔接機も賞用に供せられるに至らな
出し速度を加減するのは棒を雨側からしつかクノかつた。

誌局總ての自働熔接機は裸俸を用ひなければ，噛んで居る2個の歯車の回縛數を増減して行ふ
のでありますが,焼接捧に被覆がしてありましならないと締されるに至りました｡裸俸の熔
ては,_被覆が粘土の様に軟い脆いものですから接は悪い，是非被覆俸で熔接しなければ蔵らぬ
歯車が熔接棒を噛みましてもしっかり噛むことといふのは今日誰も知ってる熔接上の常識であ
が出來ない。從って，歯車の回韓數の増減で棒ります｡故に裸棒でなけ＃Lぱならない自働熔接
の途ウ出し速度を加減することが鋭敏に行はれ‘機で熔接したものは熔接部の材質が悪いと考へ
ないのであります。其結果，電弧の長さを一定ら恥るのは，當然であります。即ち自‘働熔接機

●

に保つことが出来ないから，電弧の長さが短〈では良質の熔接が出來ないといふのが－．つの大
なりすぎて，棒と鈑とが短絡して互に膠着してきな鉄黙であったのです。

熔接が中止される。又電弧が長く延び過ぎて電自働熔接機の尚一つの大きな妖砧は熔接棒つ
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逢り出しを加減する歯車ら回韓數を増減せしめ
る基になる制御装置の作動が"鋭敏でながづた
ことであります。熔接棒が電弧で溶接される量、
皇は常に一定でありませぬ｡夫に伴って電弧の長
さは愛動するoこの髪動を放任すれば熔接を繼
綾することが出来ないのは明であります。此鍵
動を制御して電弧の長さを一定に保ち，熔接を
織績せしめる黙が；自働熔接機の生命であbま
す｡-此の生命を活かす爲に棒の途b出･し速度の
加減を敏活ならしめ，電弧の長さの愛化に即應・
して棒の送り出し速度を加減し以て電弧の長さ
を一定に保つ様にしなければならぬ。此手段の
一つとして自働溶接機は裸捧を用ひなければな
らぬといふ結論に達した。然しこれでは自働熔
接を'なす目的を達するには充分であるが,、これ●

･にて熔接された熔接部の材質が粗悪に階るとい
ふ大なる妖鮎を残して居ることは上に述べた如
<である。この緋黙を有してることを保留して・

棒の途り出し速度の加減をする歯車の作動を銑．
敏なら,しめる爲に裸捧を用ひてこの黙は解決さ
-れたものとして，次に老ふべき問題は，歯車の
回韓數を増減する原動力となる發動磯の回縛數

を，電弧の長さの愛化に部應して増減する制御ン＝〆ルトは被覆棒を用ひたと同一の効果を學｜
装置の敏感度である。從來の自働熔接機はとのげ得る様になし，熔接部の材質を良釘ならしめも‐・

制御装置の感度が悪く，電弧の長さの鍵化に部・ることに成功した。
應して發動機の回韓欺を増減することがおくれ

又制御装遜が不鋭敏なbし爲に熔接を礎垂中
る。從って之に連結せる歯車の回韓數を増減す．止しなければならなかったといふ第二の峡黙に
るごとがおくれる。棒の送り出し速度は歯車の對・して，ユニオン＝才ルトでは近来發達せる唾回縛數の増減に依って行はれるから，棒の透り
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出し速度の加減がおくれて電弧の長さに愛化を
來たして居るのを調整する間に合はいといふ結
果になる。今電弧の長さが長く延びつつある。
之に即應して棒の送り出し速度を速くして，
電弧の長さを短くする様に調整しなければ
ならぬのに拘らず，此作用がおくれて間
に合はない爲に，電弧は紬けて長<延び，

遂には電弧が消えて熔接が中止される。
今又電弧の長さが短くなウつつある。そ

れに即應して棒の途り出し速度を遅くし

て,.電弧の長さを長くする機こして短く

なるのを防がなけばならぬのに拘らず，此調整
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俵ユニオン＝メルト熔凄要領団

が間に合はい漁に電弧は短くなり綾け，途には

棒が鈑に短絡して電弧が消えるのみならず，棒
、

が鈑に腰蒜して熔接力沖止されるIF至る。斯く

＝

室管と電氣弁とを利用して制御装澄の作用を鋭
敏ならしめることに成功した。

以下ユニオン＝メルトの構造を説明してこれ
物78Q
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等を明にする。此抵抗器は棒、逢り出し速度を調整する直流發
第5圖はユニオシーメルトの熔接方法の要領動磯と同一回路にあって抵抗の増減に應じて發
を示したものである。熔接棒の逢り出し速度の動機の回縛數が愛化して棒の送り出し速度を調
加減を鋭敏ならしめる爲に裸俸を月jひて馬乙と、鑿することになってる:以上の如<Lで熔接雷
は以前の自働熔接機と塗りはない。然し之を被流の菱化に依り棒､送り出し速度を加減して熔

｜覆棒を用ひたのと同じ効果を學げる方法として接電弧の長さを一定に保つ様にして墨が此操作

|開先の鱗の上に熔剛を盛り上げ，其中に熔接棒の中に槙杼の運動及び抵抗器面上の滑動どいふ，の先端を没入し,､熔剰中にて電弧を飛ばし熔接如き機械的機祷が存在してゐる。機械的機構で
|を行ふ様,こしてる｡之に依って熔解された熔着は今迄なせる蓮鯲り新なる運動に鱒向せんと

鐡が筌氣に接鯛すると遮断し，熔着鐵が室氣のするには今迄の邇動の惰性に打ち勝ちて新なる
爲に悪化せられるを阻止し，恰も被覆棒を使用運動こ移らなければならぬ。此惰性に打ち勝つ
ぜると同一效果を學げ得るに至ったのである。爲に或る時聞を喪さなければならぬ｡、叉各部に
・第5岡の左側は熔接をなす状態を示してる。存在矛る摩擦抵抗にも打ち勝たなければならぬ
裸熔接棒に先駆して，熔齊1貯蔵筐から熔謝を開←から，これにも或る時間を愛す必要がある｡斯の

、J

l先線に送り出す熔剰の導管が走行し，其後に熔〈の如き時閲が各部にて消斐せられ，其合計さ
桜棒が走行し,棒の先端を熔剰中に没入し乍られだものが相當量に上り制御作用を不敏活なら
熔接を行ふのである。岡の右側は熔接維了後のしめる結果となるのであ署。然るにユニオン＝
歌態を示すもので，共切断面を見るに開先は熔メルトに於ては機械的機購を塵して全部電氣的、
芳鐵一層で充填されて居る｡其の上を熔剤が硝Iこ制禦することに改めたるが故に制御作用が極
子欣に熔解された鑛洋で覆うてる。更に其上をめて敏活に行はれることになり，此黙に於ても
力II熱せられずして元の熔郵の状況を維持してる・成功したのである｡，

'此制御作用が敏活になったことは電弧の長短
熔齊Iの粉末が覆うて居る。斯くの如くして，熔

少・

接は全然熔剤で包まれた中にて行ばれるから被′に應じて起る電弧電唾の愛化と，それに部應し
覆を用ひにと同様,､効果を畢げて居るのであて歯車の送り出し速度を調整する直流發動機のー電流の愛化とをオスグラフにて調査比較して明
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とにしてゐる｡然るに熔接電弧の長短の愛化を

電墜の髪化として受け取:ってるから,之を電流
の菱化に韓換せしめる必要がある｡此目的にサ
イラトロジを利用してゐる。

（ロ）交流を直流に整流せしむ

：熔接電流は交流であるから制御用回路に受取

ったものも交流である。制御用發動畿は直流で

あるから，交流を直流に整流せしむる必要があ，
る◎

（>､）電流の鍾化を増幅する

發動喪の回韓數を電流にて鐘化するに當り電

－マ

P

な記事は熔接協會誌,昭和18年8月晩,及び
造船協會雑纂第251號，昭和18年3月號，佐

盈木新太郎「ユニオン＝メルトの賞験」に記じ
てるから参照され度い。

第6圖はユニオン＝メルトの結線状態を示し
たものである。

．＄

ユニ.オンーメルト熔接機の中で一・群に纏めら

れてる部分の名孵を學げると，熔接頭，走行臺

車，操作盤，サイラトロン制御装置，熔剤の供
給並に回收装置及び被熔接物回韓装置等であ

る。第6園は蒸汽罐胴の縦方向接手をユニオン

妄三雲

流の愛化を増幅せしむれば夫

れだけ回韓數の愛化が鋭敏に

表はれるから増幅を行ふ。

以上の經過に依り，熔接電

弧の長短の愛化を制御用發動

桟の回縛數の愛化となし，此

･愛化を熔接棒送り出し用歯車

-に傳へて熔接棒塗り出し速度

を増減し，熔接電弧の長さを

一定に保つ様に調整するので

ある。而して此調整をなす迄

の各階悌は皆電氣的に行はれ

ることになってゐるから，調

整が敏活に行はれユニオン＝

メルトが自働焼接機として資 ‐第6園ユニオン＝メルト結線咽・
メルトが自働焼接機として資、

用便値ありと認められるに至ったものである。ロメルトにて熔接せんとせるものを示して居る。
上記の制御方法は筆者が採用した方法であ熔接開始前に操作用電源より製品回蒋用交飾

る。然るに我國當時､壯況ではサイラト唾ンが發動磯に電流を送りローラーに乘せら肌た罐胴
電波兵器に吸牧されて他の目的には入手珂難でを任意に回韓せしめ，熔接頭より送り出される、

あるといふのでサイラトロンを用ひざる制御袋熔接棒の先端の運行方向と継胴從接手の熔接線
置が考案される様になった。サプラトロンの代。とが一致する様に調節する。'之を経ればスヰッ
リにタンガー電氣粂を用ひたるもの,電氣傘をチを切り換へ電源を走行臺車の走行用溌動機に
用ひす，眞室管のみを用ひたるもの，叉電唾を連結する。走行臺車はレールの上に乘せられて
電流に愛へるに雷氣奔の代りに光電池を利用せ走行用發動機が運博を始むればレールに沿って
ろもの等である。これ等の各盈を織造上から比走行を始める。臺車の上には熔接頭熔接捲込
鮫すると各自一長→短があるがこれ等の種類が胴，熔剰の供給並びに回牧装置が乘せら･れてゐ
生れた根本は入手の容易なるものを用ひんといア。叉時にはサイラトロン制御装置も乘せられ
ふ難から出發してるから現状としては織造上のることがある。

理論的比較は暫く措き，入手容易なるを第一と熔接頭は熔接を行ふものであって，熔接棒と
してこれ等の制御装置の何れを採用するかを決・之を噛んで棒の送り出しをなす歯車と，歯車の
定すべきでらると考へてゐる。これ等の中,何運動を司る直羅動機とを一括してる｡熔接頭
れの装匿も制御する性能は充分である。は直接熔接を行ふものであるから，自働熔接を
上のサイラト画ンを用ひ〆制御袋瞳の尚詳細簡便に然も自由に行ひ得る様に充分応研究を要

－280
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臺車に乘ぜられてゐる熔接頭以外のものに就

ては説明丈る迄もない。

操作用制御盤は臺車の走行開始並に停止〆及

び熔接の開始並に中止を行ふものであって臺車

外の適當な位置に固定されて居る。これと臺車

上の走行墹發動機叉は熔接電流の連結は長い電

縄にて結び合はされ，臺車の走行に應じ電鏡が

延ぱさ奴Z様になってﾉる。

・サイラトロン制御袋置は臺車に乘せられてる

ものもあるし，第6侭に示す様に臺車外の位置

に固定されてるものもある。用途に依って何れ‐

を採用しても可いが，装置の占める総稜は小さ

なものであるから，臺車に乘せて熔接頭と共に

走行せしめる様にした方が熔接頭と・制御装置と
ぞ作る回路の長さを短くして，仮牙ﾘである。然

し臺車④走行に依って生ずる衝撃を受けてサイ

ラ.トロンや眞室管が破損され易い恨れがある。

然し筆者はサイラトロン制御装澄を臺車に乘ぜ

て使用してるが，今迄一衝盤を受けてサイラト

第5表ユニオン＝メルト熔接の條件

するものであるが餘りに工夫を巡らし華害な

構造にす.ると愛用中に破投して孜障を起し熔接
を中止しなければならぬ様なことが起るからグ

熔接頭の構造ば簡便で小柄であって自働熔接を
行ふに取扱の容易なるを必要とする。然も捌造

が頑丈であって使用中に破損の倶れなきものた

ることを必要條件とする。熔接頭は臺車から突

出せる支腕に支へられ，此支黙に於て熔接棒の
傾斜角度を任意に鐙へられる様に作られてる。

叉臺車がレールーヒを一直線に走行するとは無淵

係に熔接頭が任意の方向に振子運動(首振運動）
をなし得る様にして熔接線が少し位曲線を呈し
て居っても夫に沼うて熔接をなし得る株に工夫

されなければな･らない。

ユニオン＝メルトで自働熔接を圓滑に行はし

め騒には制征雌置の制御作用が敏活なるを要す
ることは前に述ぺたが，熔接頭が熔接迄の準備

工作でなし得ざる切に策應して準備工作のなし
得ざる所を柿うて熔接を圓滑に行ひ得るだけの
梯造とする必要がある｡､例へぱ準備工作に於て
熔接線を完全に一直線に作り得ずして多少の曲
りを残して居ることは菟れぬd此場合に走行臺

I

〆

リ

車はレールの上を一直線に走るが，それと無關

,駕鰯鱗護鬘憩継雛鑿
ある。熔接を回滑に行はしめる爲に制御作用を 一

敏活にする研究は今日の程度で充分であると考、寵
！へら妙るから制御装置の研究は最早や打ち切っs粍

､

α〕～oノ｡HJ－－,~~~~‐‐

敏橋にする職憾今日の程度で充分であると考粥|畳′ 角度

へら妙るから制御装置の研究は最早や打ち切っS粍|H粍β・
て可い。將来の研究は熔接頭の購造を研究する‐
に在ると信ずる｡米,災の例に於て述ぺた様に5131601週|31釦｜一

米國に於けるユニオン＝メルートの利月j率が未だ

＝箸ﾄ升笥

畷

電極棒'熔接噛|熔接電熔接速

零藤巽停-”
度

粍/分

510.1961 '8畑
'735

575136
610.4501901136

'37161"2611000 685

'38161087011250 480－

|401.33q
l‘''255

''42614018 1500

81187511"0
2』001】 ’4'’ 2257008

,の精度を病理的‘こ向上ぜしむると共に準備工作
に於一〔爲[_fいきる所は淵漉郎､孵造を改良して
楠ふ必要ふるの‘こ對し相當の研究を積まなけれ
ばなら底力-つ/ここと,、及び比難に關しkだ解決
されずに礎されて＆問題も澤山恥ることを物語
-つてると認むくきである。從ってユニオン＝メ

ルト今後の研究は準備工作の向上と相俟って熔

接頭I韓造の改良に進むべきものと信ずるもので

、

31釦’'0|aOOOl2000 4'’ 205

301131風550129001-421150
一

5'’ 31

電極棒消費量は一米の長さを熔接するに要す

る電極棒の重量を斑にて示す｡､

熔接速度は一分間に熔接し得る長さを粍にて
示すo
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ロンや眞筌管を破損したといふ經強は未だ有し、をやって熔接せる侭のもの，之を630度で内部当
て居らぬ； 應力 除去 の焼 鈍を行へるもの，及び900度で標
ユニオン＝メルトを使用する條件は第5表に準化罎鈍を行ひたるものの機鐡的性質の試験結

示してる。叉第6表にはユニオン＝メルト熔接果を示してる。

第6・表_‐ユニオン＝メルト熔接部の機械的性質試職結果

、

１
－

ソ ソ I 、 ロ ン グ , ノ エ ノ

｜硬協肇値

試鹸片種類｜接手試験片｜熔金試験片｜接手試験片|接手試験片|，接手試験片｜熔金試瞼片

野岬|屡伽角|意P形
／O_'
3／〔

I

姿溶ｾ九儘｜淵|腺 繩｜:； §21‘｡§

l鶏|閉'○5ﾗ3170ﾗ9174ﾗ，
12916:51-I－l-
4.0託来･’

54･0158･31

≦|豊鰯！

4，.イ

爵膏頚
洛最小

~

一三P

熔接協會誌昭和18年8月號山野井正一黒川常夫「ユニオン．メルト法に依る熔接部の機械的及び冶金
的性質｣.参照。

第6表の試験結果は全部汽罐熔接規格に合格る。

サ

｜

I

I
、それで私はユニオンーヌル'､の熔蒜戯が柱状

ヴ

ベーナイト組織であっても，少しも恐るる所は

蔵いと考へて居るの.であります。

ユニオン＝メルトに用ひられる熔割のことを

少し記すことに致しますd

ユニオン＝メルトの熔剤として米國専寅特許

2,048.960號に示されたるものは第7表の如き

ものであります。、

第.デ表米國特許公報に示されるユニオン＝
メルト熔謝の配合

してる｡

ユ･ニオンーメルトの熔着徴の顯徴鏡組織は普

通の手熔接のものより急冷さｵしてるので，手熔

接の塔着鐵の示す顯微鏡組織とは異って居る。

即ちユニオン＝メルトの熔着鐡な柱状ベーナイ

ト組織を示してる｡･從って硬度も手熔接のもの

より商<なづてる。ユニオン＝メルトの熔諸鐡
の組識が柱状を呈して其硬度が高いので材質は

。脆質で悪いと云ふ人が相営ある。私は悪くない

と考へてゐる。

ベーナイト組織は一見してマルテンサイトと

誤認せられ，然も硬度が許通の熔清鐵の硬度よ

-り商いので,益盈ﾏﾙﾃﾝｻｲﾄなりと判断薄
られ，マルテンサイトは元永剛弱な性質のもの

であるから，庇組織の表はれるのは悪いと云ふ
●

ので，ユニオン＝メルトの熔着鐡の材質に危倶

の念を抱く人があるのでわる。

ベーナイト組織は硬度が高くして靭性に富む

必が特段であって共事な第6表の試験結果に示"

されて居説又此特徴を利用すれば機械の部分

品として優秀な成績を學げると云ふので此組織

を出す無震理法を本組織の研究者ベーン氏は専

資特許としてる位である。叉米，・英でユニオン

ーメルトで澤!11の船や雄胴を作って愛用に供し

少しも危嶮は無、といふ事奮を以て證明して届

〆

番雛｜Ⅲ｜【【Iml[v
１
１

|3L241
|TJT|

艸
雨
一
胸

CaOl29.5 29.18

MgO.|8．7 8.26

’5“’52.40157“SiOg

Ai2O｡|'.414.1114861580

主成分は酸化カルシユー.ム，酸化マク．ネシユ

ーム，硅酸，酸化アルミニューム，でありまし

て酸化徴は不純物として加はって居ると老へら

れます。とｵし等の原料に用ひるものは石灰石，

菱苦土砿，硅石，馨士である。

私がユニオンゴメルトの黄嶮を始めた時は，
時局柄，拙蓮にして兎に角賞用に供せら恥る迄
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にしよう,研究は其後で可いと考へて出發しきン毒メルトに於ても同様で硫黄の多い鋼鈑を熔

したから，米國で成功してる所は其濫模倣し上接すると熔着鐵に鐘裂を生じるから使はぬと申

うと考へ’熔剤の配合も取敢す，此特許に準擦して居りましてはユニオン＝メルトは今日の熔

することにした。而して第7表のIIを採用する接には利用出來ね､ことになりまして，高速度熔

ことにして責用に供して見て具合の悪い所には接をなして今日の生産力増進に大なる役目を果

遁當に改良を加へた。ﾅﾆさうと考へてることが死んで了ふことになり

製作法は上記の原料をIIの割合になる様に混ます。そ.れで硫黄の多い銅でも韮裂を生ずると
合したものを電氣腫にて熔融し，それを固めたとなく熔接が出來薯様に是非ともしなければな・
ものを粉砕して用ひることにした。熔融し．だのりませぬ。此目的を逹する爲に熔剤の改良をし

-は炭酸瓦斯を原料中より駆逐し，混合を完全なようと云ふのが今日の研究問題となって居るの
らしむるを目的とした。之を使って見ると熔着です。
鐡底部に澤山のプローホールを生ずる妖融があ・銅鈑に硫黄含有量が多い，從って硫黄のゴー．
ることを知ったので，此黙を改良する爲に,此、、スト・ラインが多く表はれる。其結果熔着鐵に

配合のものを100として之に螢治‘6,75％の滿鎚裂を生じる共の理由を,明かにする必要があ
俺を含むフエロ・マンガンを10，加へて現在もりきす。、
使って居るが充分な成績を學げてる。但し尚改第7圖に鋼鈑に表れる硫黄のゴース．ライン
良する必要を認めて今なぼ研究を續けて居る次と熔着鐵に生する鍾裂との閉係を示して居りま
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着鐵に鋸裂を生じ易くなりましたので’此鎚裂当一一一一一一…
の發生を，熔剤を改良して防止しようとして居第7園硫黄のゴースト・ラインと

熔着鐘の亀裂との開係
るのです｡

Ⅱ
川
１
Ｎ
抑
Ⅱ
川
叩
Ⅱ
羽

先づ何故に錘裂を發生するかを知って後に此す。即ち母材のゴースト・ラインの延長上に鐙
防止策を樽じなければなりませぬ｡近頃の銅鈑裂を生じ此雨者は常に連続して居るのです。こ
は硫黄の含有量が多くなって硫黄のゴースト．れから考へてゴースト．ラインと鑓裂の發生と
ラインfが盛に表はれるやうになってゐる｡芝には何か關聯があると考へなければなりませぬ。
鯛係してユニオン＝メルトの熔誇鐵に鍾裂の發.llE躯裂は手熔接の場合には發生しませぬ，1
生を來たす様になったのです。其理由は後に記ゴオンーメルトになると發生するのです｡これ
すことにして，現在の銅に硫黄含有量が増加しから老へると鎚裂の發生に關し，ユニオンーメ
た事は粗製濫造の結果と云ふが如き技術者の不ルトは何か特異性を持って居ると着目されま
注意から起って居るのでなく，石炭D品質低下す。
がら製織用骸炭の硫黄含有量を増加し，それがユニオン＝メルトの特異性は弧電流を用ひて
ひいて今日の繊鋼中に硫黄含有量を増す結果と高速度熔接をなすことにして居りますから母鈑
なり，加之，鐡銅中に含きれる硫黄を除去するの熔け込みが多い。手熔接の熔込は之に比すれ
脱硫剤として有效な滿俺砿に欲乏すそ様になっぱ極めて"､で比蓉にはなられ程であり，此熔込
たので脱硫が恩ふ様に出來ない｡此二つの原因が多い叉遮少いことがﾕﾆｵﾝ=ﾒﾙﾄには鑓
が重って今日の銅に硫黄含有量を増す周に至って裂を發生し手謄接では維裂を發生じないといふ
居るのであぉますから，責に止むを得ないので，結果になると考へらｵします。 ●

す。それを前の様に銅の硫黄含有量は0.05％ユニオン＝メルトの職で母鈑の熔込の多い
以下でなければ使はねなどと申して居りましてことを第8園で説明することに致します。
は今日船も作れないといふ結果になりますb故第8圖共の1は熔接前の開先の形を示して居
に今日では硫黄の多い鋼でも使って大丈夫であります｡其の2は葵の,の開先のものをユニォ
るといふ研究が必要となって居りをす。ユニオン＝メルトで熔接し蒋切断面を肉眼鑑定用腐蝕
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熔罷中に含まれてる各元素が熔鰡中に擴散叉は
攪拝に依って分散せられ,_熔着鐵全鐙の化學成

分を均一に平均せしむる餘裕がない。故に母鈑
中に硫茨が集結してゴー･スト・ラインを作って
居ったのが熔解されても此集結を破って硫黄が
四方に分散することが出來ないで，集結の状態
を維持する。斯くして冷却が始まる。冷却は熔
′着鐵となるぺく熔解された熔禮力沫熔解の母鈑

画~に接せる境界より始まり，境界面に直角の方向

●

一

第8圖の1‐

ユニオン＝メルトの熔込熔接前の開先の形

＄

~

一
凸
一
■
■
。
，
‐

１
１ １

．
１

、

0

あって，固化温度の低いものは不純物を含むと
との多いものである。故に最初に固化するもの
程，不純物D少いものであって，若し其所に不
純物の多い固化温度の低いものが存在して居る
と，固牝せるものから絞り出されて固化部分力：
ら外に逐ひ出きれる。斯くして不純物の多いも
のは固化部分から外へ外へと逐ひ出されて最も
外側で最後に固化せる部分は不純物を最も多く
含んで居ることになる。此現象を熔離と孵して
る。ゴー.スト・ラインとして硫黄の集結せる月
は固化温度が最も低いから熔離の際最後に固ｲ｛
する部分に集められることになる｡固化温度α
高いものは己に固化し,引き綾き冷却せられそ
ので收縮を行うて居るのに硫黄の集結部は未だ
完全に間化せず，熔禮として液騰状か半液髄，
半固農状を呈してる。故に固化部分の牧縮力に
引っ張ら”て硫黄集結部の膜は引き破られる。
即ち硫黄集結部に錘裂を發生することになるに
であります。

’．

以上が母鈑のゴースト・ラインの延長上に在
る熔着鐵に鎚裂を生ずるに至る狸路でありま
す。尚母鈑のゴースト・ラインは水平に表はれ
て居乙のに熔若鐵の鎚裂は之に俺蕊I_寿錘盛彩

をしたものの笈物篤眞を示してる。′

其の2の嘉眞で熔着鐵となってゐろ全面積を
100％とします，共中で熔接棒が熔解されて熔
着鐡を作ってる面蔽は其の1の開先の圖面に於
けるV形の部分を充填した面積に相當します◎

此面積を熔着鐵全燈の面稜から差し引Iハた窪

りが母鈑が熔かされて熔着鐵となった面枝,即
ち熔込の面稜と云ふことになります。以上の如
<に計算した結果は熔着鐵全鰐の面積100％に

對し熔込に依る面積が60％で熔接棒の熔解に

依るものが40％となりまして，熔込に依って

熔着鐵､と作って居るのが過半を占めて居るので

す，之に依ってユニオン＝メルトの熔込の大な

ることが知られます。母鈑の耀込が多ければ多

い程母鈑の不良性が熔茄鐵に及ぼす影響が大な
ることは明です。從って手熔接では母鈑のゴー

スト・ラインの影響で熔着鐵に鎚裂を生じるこ

とが無いけれどもユニオン＝メルトは鎚裂を發

生す愚ので噂ります。
ユニオン＝メルトで鮮接縄D飴解せるものと

母鈑の鮒解せるものとが熔け合って合同して一

つの熔若鐵を作ってるとしても熔解されたもの

6§冷却されて固艘に固まる筵の時間が短いので
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I

一

’
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ぬ。故に今日脱硫剤として老ふぺきものは曹達

次の利用である｡，

上の（1）式は可逆性反應となって居る。故Iご

此反應に依る脱硫作用は或る程度迄左式より右

式に進めば右式より左式に戻る可逆性を呈し，

左式より右式に移らんとする勢と，右式典り左

式に移らんとする勢とが平衡状態を呈して，左

式より右式に移る脱硫作用は中止され，脱硫作

用は最早や進行せぬこととなる。故↑こ此平衡状
態を打破して左式より右式に移る脱硫作用を狸

力ならしめん爲にぽ右式に於ける反應成生物を

此反應圏内より駆逐して,右式より左式に戻ら
んとする可逆性を失はしめる必要がある｡､そ恥

は右式に於けるFeOかNa2Sを此の反應圏
内から駆逐する必要がある。其の一つとして還

元剤を加へて右式のFeOを駆逐するのである。

即ち

FeO+C=Fe+CO…………･…:．(2)

2FeO+Si=2Fe+SiO2…………(3)

なる反應を起さしめ，生じたる金馬鋤ま共所に

存在する熔着鋤こ合騰せしめ，他のCOは瓦斯

燈として放散せしめるか,SiO2は其所に作ら

しめたる騒基性砿津中に吸收せしめて,FeOが

反感圏内に止まるを駆逐し(1)式の可逆性を打

破し,(')式の可逆性を破って，脱硫性を弧化す′
るのである。此の際還元剤として炭素を用ひる

か，硅素を用ひるかを考へなければならない。

炭素を用ひると還元作用以上に過剰を加へた漫

素が熔誇識iこ加って熔着徴の材質を脆くする'倶

れがある。叉CO瓦斯が熔蒲識に残ってブロ
ーホールを多くすることも起るので還元剤に炭

素を使用することは恩はし〈はない。硅素を還

元割に使った方が斯かる有害蔵ろ副作用を生ぜ

ぬので硅素を使用すべきであると考へられて居

ろ。叉硅化カルシュームを用ひることも老へら

れて居る。

之を用ひると硅素が還元作用を呈し，カルシ

ュームが脱硫作用をな.し；一・畢雨得であるゐで

着目されて居る。

尚(1)式に於けるNa2Sが遊離の状態で存

在してると此中の硫黄が元④硫化識に復元して

脱硫作用の進行を澁滞世しめるから，此硫化曹､b
逹を反應圏外に駆逐する方法を考へなければな

らね。そ奴には硫化曹達を吸收し易い錬津を作

持って表はれて居る。樹枝状組織は熔着鐡と母

鈑との境界面に直角の方向に發達するのである

が此境界面は第8園其の2に示す様に傾斜して
居るから之に直角の方向も傾斜して》傾斜した

方向に樹枝状組織が發逵する。此發逵腫伴ふ熔

離現象の力にて硫黄集結部は絞り出されて元水

平であったものが侈動しで，樹校狄組織發逹の

方向に押し曲げられる。故に絶裂は母鈑ゴース

ト・ラインに連綾して居るがゴースト・ライン

に封して傾斜して居る状態を示してゐるのであ

る。

上に記した所は現象の結果として表はれたも

のから歸維的に説明したものであるが，硫黄の
ゴースト・ライシがあれば熔清徴に箔裂を生ず

ることを蛮嶮的に證明した例を記すと,2枚の

鈑を重心て此間に硫化識の粉末を挾み人工ゴー
スト・ラインを作り，之をユニオン＝メルトで

熔接した所，第7圖に示すと同様に人工ゴース
ト・ラインの延長上の熔潜鐵に寵裂を生じた。

次に2枚の鈑を重温ることは前同様にして只鈑
の間に硫化繊か粉末を挾むことなしに前同様に
ユニオン＝メルトを行うたが熔着徴に鎚裂を生

じなかった。此事實より母鋲に硫黄のゴースト
ラインあれば熔蒲蹴亡躯裂を生ずることが確め
ら奴たのである『，
硫黄のゴースト・ラインの存在に依り熔着鐡

に龍裂を生談る事實が明と底つたから，この鋸
裂を防止するには熔請鐡中の硫黄の集結を解散
せしめる必要がある。それに㈱熔齊ﾘに脱硫性を
與へる事である。然し熔着鐡が熔解されて固化
する迄の時間が短いので脆硫性を餘程弧力なも
のにしなければ脱硫作用を行ふ餘裕がない。此
邸が熔接用熔剤として最も苦心を梯はねばなら
ぬところである。

從來脱硫剛として老へられcてるものは石塊
滿俺，曹達の類である。其の脱硫作用は次の反
應に依る。

FeS蝋§…侭……《，
此反應用を呈する中，石次は餘り眼光でない

から熔接の場合の脱硫剤として餘り多くを期待

することは出來ない。叉滿俺は今日寳材不足で

入手困難であるから之に依存することは出來

、
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って之に硫化曹達を吸收せしめ，遊離せる硫化

曹達を存在せしめぬ方法を採る。硫化曹達を吸

收し易い鑛津の組成は次の如きものが適當と考

へられてる。

謡圭筈霊='~2
此式の分母は酸性で分子は瞳基性である。共

比が1乃至2になることは騒基性D鑛津を作る
.○

事を表はしてる。なほ此の中のMgOを10%｡

内外含ましめるを有動とすると考へられて居
一ひ

る⑥〃

熔接では熔解されてから固化する迄の時間が

短いので熔剰に依る脱硫牢月jの完全を期するこ

とは困難である。故に熔郵の脱硫作用に依存せ

ずして此熔若鐵に發生する繼裂を防止する方法

を老へる必要がある。而して熔翻の脱硫作用と

雨堂,網侯って鋸裂の發生を完全に防止すること

にしなければならぬ。

ユニオン＝メルトで熔着鐵に鎚裂を發生する

のは母鈑の耀込が多いからである。故に熔込を

少〈して然も熔接部の機械的性質を滿足せしめ

ることが出來たならばユニオン＝メルトで安心

して使用が出來る熔接を行ひ得ることになる。

此の事實は手熔接では熔込が淺vので母鈑にゴ

ースト・ラインがあっても熔着鐵に錘裂を生ず
、、

ることなく然も熔接部”機械的性質は充分なの

で安心して使用してる.ことで明である。此の一

つの方法として鋼の削り屑を細く砕いて，開先

の溝の中に入れ其の上を熔鰯にて饗ひユニオン

＝メルトを行ふのである。此方法と同じ方法を

英國で栓熔接に行うて居る事が報告されて居

る。即ち栓熔接の孔の中に鋼綿（銅を綿の如く

維維状にせるもの）を入れ,其の上を熔弾にて

覆ひてユニオン＝メルトを行うて居るのであ

る。斯くすれば削り屑が熔解されて溶蒲鐵の一

部となりシ母鈑の熔込を少くし，以て母鈑のゴ

ースト・・ラインの悪影響を避け得られて，熔着

一鐵'て鎚裂を坐ずろを防止する事が出来るのであ

る｡(つづく）
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赫戸高等商船學校航海學部編

ヘ

準
ロ謹

敗戦後のあらゆる悪條件を克服致し“船

舶”を發行致して居ります事は偏へ･二皆様

の御確燵によるものと肝に蕊じてをりま

す。御承知の如く戦後經濟欣態の悪化に伴

ひまして数次の定慣改正を餘儀なくされて

参りましたが，生産費の昂鴎はとどまると

ころを知らない欣態でございまして，叉餐

定債改遁を致さねばならなくなbました。
ゲ

拘に忍び難いことでございますが，右何事

御諒承下さいまして，倍奮の御肇錘を賜は

らんことを御願ひ申上げます。

尚，資材入手難，其他の理由の露今後益

益本誌の入手庭困難を加へることと豫想さ

れますので，なるべく最寄の書店或は弊祗

に豫約御註文賜はりたく願ひ上げます。

定債18圓
宇 1 圓航海士必｡携

農學博士庄 司 謙 次 郎 著

自給飼料謬鴨
理學博士右田正男箸、

水産と化學定債'7回“〒1圓

一近刊一

I
1

’ 〆

１
１
１

菅井準一 一著

定債20回
〒1圓科學事始

I

アー・エフ・ヨツフエ外5名著
坂井砂治・辻田時美共讓

し

定憤10圓
宇1圓ソ聯邦の自然科學

農學陣士永井威三郎著

随筆野茱 籠
定慣15図
〒1圓
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萬總噸に止まざるを得ない。

船型の種類は必ずしも10種類を要せず，
むしろ種類を制限して量産を計った方が宜し

い。

といふことが出來るd

第2次標準船、設計方針

早期に完成L且量産に適すること

－載貨重量の大なるとと

資材，工數の節約
、

船舶命数の減少容認10年迄は認む・

目的を物動物資輪逢におく

・航疲距離は大型船は南方占領地へ往復可能

、中型船は片道可能，小型船は日本近海用とす

るO.''

速力は軍令部の要望もあり最低8浬とし，

海上輸途の主力をなすA型は船團速力は8浬

とするから個船は．10浬とする。TL型は14

浬を要望するも及ぱざれぱ止むを得ず。叉小

型船は8浬以上を要望するも7浬も亦止むを

得ず，むしろ量産を希望する。・，

船舶の命数は年間250萬總噸建迭可能なれ

ば1年でよいが，114萬總噸より出來ぬ時は

5年を要し.更に100萬總噸に止まる場合は

10年を要するといふ机上論から10年位奎で

容認する。

戦後のことは別に老へることとして技術的

に許し得る限り賓材の節約を行ふこととし，

從來の經験から新進船に於ける'各部寸法を從

來船が竣工後20年經たる程度と同じ位に低

下せしめる『，このため船艫用鋼材は20乃至

25％の節約となるo

設 計 要 目 ．

●

が豫想以上にIIWIすると共に豫て毘悟の上なが
ら内地の石油妖乏は直接戦力に影響しだしたの

で急敵に且熱烈に要望され出した。然し乍ら當
時建造中の油篭船は極めて僅がであり，17年変
は如何にしても大幅の増加は望み得ず漸く18年

度に入って寅効を塞ぐるやうの状況にあつﾅﾆ。
とのやうな状況に於て兵備局は敢然と貨物船

の油楠船への改造といふことを決意したが，こ

れに對して艦政本部は「本格的の油補船庭改造
、するととは出來ない。然し曲りなりにも油を蓮
ぷものなら出來ないことはない。但し本當はそ
んな無理はしないで外に對策はないか：といふ
意見を回答したのであったが，遂にどれを決行
するに至つ↑このであ‘る｡

油槽船以外の方法に依る油の篭議会に開しては
たとへぱドラム罐読にするとか，或はラテック
スに含ました趣項の如きものにするとか老へら
れ－部は宜行されたが大きな効果を塞げること
は出來なかったつ

既成貨物船の改造

就航中の貨物船中比較的船鰡構造良好のもの
20隻12萬總噸を工事期間約20日で改造.し，
概ね17年12月末迄に使用拙來るやうにする。
使用目的は南方石油の還逢で主としてシンヵポ

ール内地間に使用する。改造要餌はとにかく重
油を運び得れば良いとして荷役装置等は行は
す，叉油密性に就ても若干の漏洩は忍ぶことと
する。艦政本部の希望條件は緊急用途が濟んだ

ら早く元の貨物船に戻すといふことであった。
、工事は海軍工廠及び嚢民間造船所で’’月
末頃から行はれ大部分1月上旬迄に完成した。

．建造中貨物船及び砿石船の改造

趣旨は既成艦改造と同稼で完成期間近かのも
のを改造し17年12月乃至18年3月に完成せ
んとするもので，

17隻6．2萬總噸

内鐸鍍石船6隻3．4蔑總噸
貨物船11隻2．8′′

参

貨物船は中型船のみで使用目的はパレンバン

とシンガポール間の集祇輸送にあった。
被曳航油槽船

以上の如く既成船まで改造しても尚油柚船は

所要量を充足し得ないし造船，造機能力も既に
、漁り誌くした感があつにので，全然別の棚黙か
288
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船種｜船型|總噸数|航海速力|航績距離

I’I｜貨物船

I

6,600

2,300
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節０
９
７

１ 8,000浬

4,000

2,000

Ａ
Ｄ
Ｅ

２
２
２

｜識淵』;‘油糟船
０
０

０
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9．油槽船の緊急増加對策

yill榊船か要望は計護造船、當初から相當弧烈

なものであったが，それ程烈しいものではなか

った。ところが17年夏頃から南方石油の産出

ヒー雷
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沈没油椛船の引揚使用
陸海軍の油傭船による物動輸送の援助

といったもので糊塗した。

10．改6線表（18年3月）

上述し來つた如く17年12月の改5線表決定

技術的に確信を得た。

戦時行政職瀧特例を發動して造船部門の優先

取扱を活溌に行ふ。ー

塗瀧技術の研究及び指導を徹底する。

＝．建造計霊

上述の如き方策を資行することにより既定計
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1
19年麦に於ては続行船は皆無となり，第1次

標準船も1C4",1D3隻,1E9隻,1F1隻
1TM1隻,1TL4まきiTs1隻,1K1隻,合
計24隻7.6萬總噸に過‘ぎず“あとは第2次標準
船と雑種船のみとなった。

第2次瘻準船としては2A123隻,2D119
隻,2E432隻,2TL21隻,2TM46隻で,雑
種船は漁船22隻1.3萬認噸，陸軍常殊船13隻
1.8萬篭噸,青函蓮纈晋1隻0.3鱒蕊噸にすぎ
なかった。

へ.､資材、

造船計霊と資材供給力の調係は極めて緊密に
連絡をとり計壷が進められたが，大鐙iこ於て最
重要な鋼材の面に於て年間120萬總噸程度迄は
優先措置により供給し得たやうに思はれた。
然し改6線表では18年度末には年間180萬

總噸程度の割合の能力極達するのであるが，こ
れに對しては尋常の手段を以てしては困難であ
った。

從って改6線表に於ては鋼材供給を條件とし
て居る外に，この線表完遂の結果生ずる増加船
腹量のうち若手は優先的に錨調部門に配営して
鐵溺増産を計ると共に，物動計霊に於て計塞を
上廻り生産した郵淵を造船部門に優先配営を主
張して簾係各方面に働きかけて居た。
。の営時蕊に運輸砿溢路の一つをなして来て｜

居り，この優先措登をも要望すると共にE型罐
の試作として生れる4隻を迭船部門専）llにして
運用する計謹を提案して貢現してゐる。

≧の時{こ要望し施物動物如主黙ものは次Iの通りであった。

建迩汁蚕．18年度120萬總噸､,年度］”〃"’

蚕の約3％を増加し尋るものと豫定し約20萬
總噸の目漂引揚を行ひ,これにE型鑑約21萬
總噸を鉦設能力以外から造出して合計約'20萬
總噸計簑とする。

=～貨韓船 約54萬總輯
E型貨物船－，21′′

油槽船31′′

被曳航油槽船．2′′・

其他14′′

、合計一122′′

19年度は建造能力の向上に至り約180寓總
噸の目標を樹て得るも，養材供給面から判断し
て約150萬藻噸と豫定する。最大の鬮路は厚銅
板の供給力にあった。

’ホ．建造船型

18年度竣工量ほ120萬總噸を基礎堂宇とL
線表面は

練行船－67隻20．9萬總噸
第1次樗難船183′′62．6′′

第2次－285′'’3&9′′

（同E型船250′′21．7′′）

被曳航油槽船39′′2．5′′′

‐合 計5 74′′124.9′、、

註緩行船及被曳航油槽船が改5線表或は建造目
標より大なるは改5線表の褒行計壹に於て遅
延を來たし年度を越すものを責際に合はせて
改6線表 を調製せるに依るb･

建造すぺき主要標準船は
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合 計‘180〃

-‘以上を責行するとして設撒不足を生ずる場
合を聟夜業を狸行するより外なく賛行計蓋の立一
案を艦政本部に要望し來つた｡～
然し乍ら造船量の要望は斯く熾烈であるにも

かかはらず賓材:の供給は改6線表立案當時の計

副資材として特に溢路と，目され要望したもの合計1OU
は‐"以上を責行するとして設備の不足を生ずる場

合を聟夜業を狸行するより外なく賛行計蓋の立
重油,潤滑油，ガソリン

石炭,コークス案を艦政本部に要望し來つた｡～
電力≦然し乍ら造船量の要望は斯く熾烈であるにも
カーバイトかかはらず賓材:の供給は改6線表立案當時の計

．、卜・勢務甑係壼要量を國家として供給し得す，上半期はとも
18年度に於て12萬人の増員鐸望する外はかくとして下李期に於ては豫定量を建造して行
一般的遼澄は改5線表の際に要望したと概ｵﾕ同．〈ことが困難となって來て，量産一本槍に對し
様であるが,,引新らしいものとしは非重黙産業．ては先づ謝面から具髄的に暗影を投げかけ出
部門の勢力の稗用を主張し且計まして居る。した。即ち綱材.は営初の120萬總噸計壷に對する123萬勉に對して101萬謹の配鴬しか得られ

11．改6線表決定以後の状況 ず，その後如何に折衝を重ねるも増加の望みな

18年3月決定せられた改6纏表は官民共に‐きに至ったので,18年度下期及19年度上期の
非常の決意を以てこれが遂行に當り，18年度王一竣工量を縮少せしむることとして差當り18年
期は概ね､順調に推移しつつあったが，南方石油、度を107.5萬總噸の計蚕に改め19年度は一感－－

の還送はその後征凌緊急度を高め’これが要望’44萬總噸と希望的に観測することにした。
に對して新造縦は到底充足し得ないやうの状況その結果建遥船種別の内鐸を
にあった。然も本絡的油槽船の増加は國内能力貨物船約53萬總噸
を紺一杯に使って居る際とて急速には望み得改正貨物船，約22′′油 樒 譜 約 3 0 ′ ′

ず，己むを止ずして叉應急油槽船に近い思想で 雑種船 約2．5'′_心謀~；：

改E型の一部を改造することに．して播甕造船の松浦工場をﾆｵしI討旨定（切角彰遁に乗った量産，､合計、’
約107.5萬總噸

を一度籔絶させた後油槽船に切換へた｡建造汁としたのであるが，そ@後9月に．入って一睡でも多くとの要望が入れられて鋼材の緊急配當を

霊ば，8年愛30隻で診る。18年8月決定）一方船舶の喪失率は依然として上昇しつつあ行ひ18年度の竣工量を112萬總噸と決定され

皇誉喜撫髻嘘裂慈鰄犀｡撚蔑含む)”峨總・
からなくなったので参るが’海軍省兵備局が

油柁船 32．3′′

(,8年9月）研究して居た案は
雑種船 4．0′′

合計’12．0，，

，9年度も'8年度と同程度の輸送肱目標と尚以上の如く建造目標は屡鍵愛更迭られたが第一案
とれ等は何れも机上IC就ける計證であって具髄

した場合 148萬蝋噸 的に線塾や改正を行って居らない。叉営時は改
貨物船 51′′E型船の新設工場のiこり出し悪く且費材の入手
油糖船 6〃 も物賑'.壷を下廻る朕況であり，當初の'20萬

雑種船；205′′ 總噸計謹の完遂は和営に困難と目さ蝿て居た。
合 計

であり’餓箏遂行上はこｵ''でも尚不充分であく12･改7線表（18年12月）
ろo やがて10月に入って19年度計護を具髄的

第菫憲能力を,鋤萬噸總とした場合に，値織立する必要に通られ…型醗諭凱
、129萬總噸ながら賓材に制約されて甦船能jの充分な發揮

、貨物船
45′′・も期待出来ず，喪失する船痩は竣工する量を遥

油槽船
、6．′'かに上廻る壯況を眺めながら計壷したのが改1

蕪種船

に樹立する必要に迫られたので，型産を希望し，

ながら賓材に制約されて甦船能jの充分な發揮

も期待出来ず，喪失する船痩は竣工する量を遙

かに上廻る壯況を眺めながら計壷したのが改7
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・還霧表で あ っ た 6 1 ，
”′ィ．・建造方針

一壁6線表と同一思想によって寳材の許す限〉
り量産に邇進する。

‐ノ般鬘駕溺雪鰯懸難
一對策を用ひても促進し要望(80萬總噸)に近

．付かしむる如く努力す。

貨物船は'30寓總噸の完遂を期す｡
造機能力漸次向上し來りたるを以て豫ての

計壷により劣速の第2次標準船を若干優速に
した第3次標準船に漸次移行せしむ。 Y

2A(10節）を3A(13節）に1
2TL(13節）を3TL(16節）に‘’

-_2E(7節）を3E(8節）にゞ

何れも19年10月頃の起工船より責施する詞
減．建造 量，

18年度112萬總噸 〃；

19年度190′′

20年度－180′′（一應の目標）

18年度内の竣工船ば前項に述ぺた通りと

し，これが完逵を期し19年度190萬總噸の

内謹としては

貸物船130萬總噸

一油憾船55′′

雑種船5′′

ハ.､建造船型

19年度竣工船（計蓋）

Tへ、

、
、

い、
I

、

一一

ﾄﾛーﾙ船'500總咽|、1115．500
～

｜捌：lM I
２
１

18,000

5,300

=||'｣|8,030ES

|＝，'1．41物ノンW琴ノー 11,520

教難船||21],000
凌諜船’｜ユ｜2,300
Mは陸軍特殊船

ESは敵前上陸用職車運搬船

Wは青函連絡貨車航走船

ES船は現在の計謹にては性能不充分なると別に陸
海軍より大量の要望あるため上記11隻を以て打切

りとし，あとはSB艇として新設計のものを直接
軍備計彊の一部として大遼建造することになる。
2Eと3Eは機關が異るのみで計雪上明確ならざる

につき2Eとして計上す。
グ

ー ・ 費 材

’8年度は概ね從來の配営にて完遂するもむ'9
年度は特段の措置を要す。特に厚鋼板について

は

下期國有割合37．2萬蓮

削減修正による實際割當32．6′′

緊急措置による特配5．9′′′

結局38．5鱒毬
1B

の状況にあり,緊急措置によ易特配を確保し得

ざる場合は19年度の計塞完遂は保留する。

19年度は20年度計書を180萬總噸として

鋼材に對し1333萬勉を要す。

ホ．努務關係

緊急要員87,000人を要し，これに二直交代

を主要工場に行ふため更に87,000人を要す。

13．第6回行政査察

艦政本部は各般の院路を打開しながら18年

度責任堂の112萬總噸建造に努めて来たのであ
ったが，費綾は計謹に比してさへ滿足すべきも

のでなく，年度の責任曇達成も怪しくなったの

で，11月上旬から12月上旬にかけて艦本四部

長五部長商船部長をして主要迭船所の現場

査察を行って工事の推進，院藤の打開，技術D

指導等を行って，どうやら責任量を達し得る希
望を持ち得る程度まで漕ぎつけた。ところ､唾一

方船舶の喪失はとの新造の難航を尻目に益盈増

大し殊に10月以降の數字は眞に驚異的となつ

;
ili

Ｉ
Ｉ

Ｊ

‐
】
■
ロ
、
。
”
．
，
‐
●
●
哩
一
画
●
‐
Ｉ
ロ
■
日
卜

|l
1l
l『‐

||
|'il;

|■

船種|船型|隻數|總噸數
１
１
１
１
２
２
２

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｄ
Ｅ

７
２
２
２
６
２
．
３

１
８
８

１
１

18,900

3,800

1,660

980

765,600

188,600

146,210

一

貨 物船
や

～

一

1TL

1TS

2TL

2TM

2ET

3TL

７
、
１
塑
妃
妬
ゞ
４

70,000

1,000

240,000

136,800

83,520

40,000

槽船油

●

１４３１
500總噸型

1,000〃

2,000

3,000
冷蔵運搬船

||’
!|,l
liI

I’

II{
･〈･l1

FI

～

292

’



－ － － 一 ー 三 一 一 , ＝ - - - - ▽ ■

‘て來てこの侭惟移せば敗戦に至る算極めて大と
なって来たので，戦争の指導部ではここに國力
を學げて造船を行って劃期的の増産の変を學ず
海上輪逢力の増大から図力を増加させ戦勢を盛

〆りかへさんと計まして第6回行政査察(甲造船）
となった。

この査察には藤原銀次郎氏が勅命により査察
・使に任ぜられ，海軍省はじめ關係各省及民間團
鰡からその攝髄をすぐって随員として18年12
月から19年2月にかけて査察が行は奴た。

この査察の目的は

日本途船能力の技術的最大堂を明かにする
こと

上記の城大量の計謹を遂行するに要する條
件を國家として滿足せしむるやうな方策を具
鰡的に案劃すること．

差當り建造中の船舶は各船とも一日でもよ
いから竣工期を繰上げること‐

といふことであったが，結果･として
18年度ば112寓總噸は辛うじて逹成され

ろ､こと

19年度は必要な條件を充足すれば255萬
總噸の建造も亦不可能に非ざること

等が判明した。

14．改8線表（19年4月）
第6回行政査察の結果に基き案割されたのが
鋲8線表で，その基本思想たる量産により船腹
並に赫念ブjの増加を計らんとする思想には愛り
なかったo
ィ‘建造方針
莚船並に資材供給能力の限りを壷して船腹量
の確保に努める。從って方針としては改7線表
の*,榊により更に擬大せる計蜑の遂行を計る｡

ロ．建造計謹

19年度砿遥船能力の最犬限と目さるる225
萬總側匝の建造を目標とし,20年度は能力の趨勢
は300寓總噸以上となるも餐材供給力とれに追
随し得ざるを以て一應250萬總噸計證として追
って決定する。

建造目標

貨物船170寓總噸
油槽船77′′つ

雑 種船8′ '

ハ．建造船型（線表面）
て

船種｜船型|隻數l總噸數｜備考
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ルゲート

ルの試作 P

l
1TS

1TL

2TL

3TL

2ET

2TM

計 !
2,000

120,000

330,000

60,000

104,400

168,150

784,570

1

2

12

33

6

120

59

232

、

油槽．船

青函難船|W|6I17,2SOl ●

|:|:|:::::冷蔵運搬船‘

|卜’’21トロール船 6,0001
、

|差|』：淵陸軍特殊船

救難船｜救|21',OOOl
凌喋船｜法’214，6001〃

計|4617'''4c
騨許|9721256429C

註第1次標準船は途次2次或は3次型へと移行
する。

2E及2ET及3E及3ETと腫別明かなら

ざるに付何れも2E及2ETとして計上す。

關釜貨茸航走船(H型は差當り保留す。
宇

二．資材開系

改8線表の完遂の能否は一に懸って資材供給

の能否にかかって居た。またこの計霊が如何に

資材で難航したか，叉その結果が直接戦局の興

主要資材の所要概要

賓源名|軍位'第/細第ﾂ‘期第卿/割期第‘棚|合計

｜｜
鋼

材

1,019

63

625

1,707
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第画に施設擴充は新規のもの，操業に尚時

間を要すると認あられるものは縮少或は中止
して資泳は極力建造用に使用することを策し

てゐる。

かくの如くしても第一及び第二，四半期には

所要量は50萬睡IF蓮し，責に國家全生産量の
半に達する數字であって蓋し責現は困難で’結

局決定をみた物動配當量は127萬睡で合計“

萬睡の不足でありj差當りの第一,四半期に於

て10萬琴不足であった。

改8線表鍵行に要する鋼材所要量（軍位千砿）

鍛鋼

篇 鋼

銑

時殊･鋼
電一氣

鉛

亜鉛

,セメ．ン卜′

B重油

℃重油

78

57

301

讐,400
31,110

6,610

12,170

594

19,435

21,895

22

17

91

4,355

9,245

1,895

3,475

177

4β69

5,4釦

18

12

62

2,965

6,640

1,465

2,755

120

4,855

5,465

15

1D

51

2,465

5,530

1,285

2,365

120

4,860

5,470
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|第1/細|釧期'第職/細'第‘/蜘|合計
■

450‐’44012鮪’33711，494建造用〆

刷
他
聖
箔磨にも關してゐるので若干詳細に述ぺてみるこ

とにする。‐

上掲の表のうち供給困難の程度甚だしいと思

はれるものは鋼材就中厚板であり，その他セメ

ント，木材等は輸逢の優先措置を伴はなければ

物動上の數字は兎も角として現物確保は困難で

あった。

その他副資材關係としては院路となる見込の

ものは燃料（輕質油，重油，潤滑油，石炭，。“

一クス),電力，酸素，カーバイト等であった。

又工作機械は約11,820臺であるが,航空機に押

され，これが確保は弧力且確實の手を打たなけ

れば入手は望めなかった。

査材中最大の問題である鋼材についてみるに
19年度の所要量は171萬迩となって居り，然

もこの171萬適も相営机上操作をして値切った

数字であって含みは殆どない”であった｡即
ちその内容を検すれば

第一は建造能力の趨勢は20年度は360萬
總噸以上となるのを資材故に250萬總噸とし

て19年度鋼材所要量の減額を策してゐる。

第二に鋼材物動期と船の竣工期との差，即

ち前懸り月數を從來9月であったものを平均・

建造月數の短縮を理由として7月位まで縮め
所謂在庫座縮の名で供給ガの負捲を輕〈して
ゐるo

第三に第2次戦時標準船を全面的に建造す

るやうになった結果，從來の船に比して総噸
當り伍額剛材量は平均釦％位は少ぃ。、

、

この難關を突破するためと鍔して提唱された
のが所謂雪達磨式鐵鋼増産策であって，窮策カミ
國策の銘を打って出現した第一歩軍あった。

雪達磨式製鐵とは既定造船計謹より促進の繪
果雛が澤山出來た時これを鐡鋼部門に配営し，
鐵鋼の増産に寄與させ，船舶の供與による計算
上の増産鐵鋼を造船部門に配営して，これに依
る増加した船舶をまた鐵鋼部門に配営するとい

ふ計壷を穂してゐるのであった。そして最も漣
目せられる4月分の増産船腹としては，3月未
完成目標に工事を進めて僅に間に合せなかった

數寓噸の船がこれに営る（18年度の寅任造船量
は勿論完遂してゐる－目標と計霊に若干の差
がある課である）といふ豫定であった。

．物動計萱（年度初動による繊鋼供給計塞
（単位萬睡）

字
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との雪達磨式は4月は幸先きょき出發をなし

若干脈あるかに思はせたが，結局は大して物に

ならず，幾何も広く上記の物動計壷は崩れて改
294
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訂せられなければならなかった。

0 改正鋼材配當計甕（軍位萬睡）

”
８

油槽船

雑種船
や■

計 ，255〃195

鋼材配當は第二,四半期に29萬睡は絶對
確保すること

當時の責情はユ8年度分未入手8萬蓮
珀年第一,四半期配當不足一三甚司茸壼…

8 萬 蓮 ．

′′第二,四半期配當減
．21萬唾

雪逹磨式製繊の方式は飽まで存績遥引する
こと、

銑鐵,石炭,ゴー.クスの優先入手を計ろこと

工作浅綾の充足を約束通りやZこと．

所 要、 ．1 1, 82 0臺
19年度割當、．、6,000
′′第一,四半期割當1,000」

′’入手5m
′'，

努務者は減耗補充は絶對行ふとと

銅紹の建造は甲造船に一元化し，謹力に推

進すること。（つづく）

第'/4'期’第弘期

’
固有物動配営

雪達 磨式製蛾

特一配

加
加
一

32.5

7．5

2．0

計 42 30

かくの如.く改8線表完逢は當初から困難であ

ると共に，發足と共に資材面から崩れて行った

のであった。

本・努務

19勾堯庭内に77,000人の増員を必要とする。

然し當時の状況は努務供給源が洞潟I懇一般徴
用は望み薄で増加の方は學徒，女子に頓らなけ
帥ぱならず,、消極的には軍動員が造船工員に及
ぼす影饗を極力少<する事に折衝,これ務めた。
へ，施設

原則として抑制の方針として次の炎件のもの
のみ侭進する。

19年度内に完成蒐込確實のもの．
故8絲表遂行上耗對に必要のもの～
新規計壹を原則として行はない
技術陣容貧弱の工場は擴充はしない
散9(流産)線表（19年8月）15．

羅彗憲雛護識蕊

一
．
Ｉ
訊
叩
‐

（276頁より緩く）

ころであるが，今後建造を豫想される船舶D"-

手本ともなるべきものを調査研究の上,萱際に
設計してをくことは決して‘無駄なことではな

く，現に銅製貨物船に對してば迭船聯合含に語‐

いて，また木造貨物船については日本木造船組

合聯合會においてとの意味の標準船を設計しつ
典あると聞いてゐるが,妹尾君のこの研究は前
者の設計に對し絶好の資料を提供するものと考
へられる。

最後に山根繁昌君の｢辨無往復動汽機に就て」

は三段膨脹汽機の高墜汽篭の蒸汽入口側に蒸汽

辨を装備するだけで，各汽篭間には蒸汽溜及び

滑辨の取附症慶止し，汽笛を蒸汽導管によって

連結して吸鍔によって給慶汽を行はせる辨無往

復動汽機の新考案を報告したものである。智者

はこの汽機の採用によって機械的出力の増加，

熱損失の防止，機械效奉の増加，故障の減少，

重量及び製作費の輕域などを期し得ら妙るとい

ひ，目下實物の機開を試作i'であると述べてゐ

る。この機關の燃料消費量についてなんら言及

してゐないことに對しては物足りない感があっ

た。（21,5.15）

‐行く夢は腿來なかった。もし狸行す』ILば計聲に
忽多舜戸一

浜鄙な生ずることは明かであるし'又出來ないものを出来る如く義ふことは戦争指導を誤らし
むる幌＃'′あるので’到底資材が打開出來ない事の判った6月下旬に絲表改正の決意をして改9
絲表計餐を行った。この線表は要するに資材に．
應じて建茜計萱を縮少したものに過ぎないので
あるが，8月上旬海軍次官まで書類力垳き，海
軍省としての案が成立せんとする一歩手前でサ
イパン失焔等戟局の悲境から物動計護に叉糞大
きな獲更を豫期されて正式に成立するに至らな
かつだの

建造目標を255萬總噸から195萬隠噸に低
下さをろo

改8 改9（案）

側勿船170萬総噸102識恩噸
癌295 華
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を張れば,‐戸立の加敷の勾配が出るのである。
戸立、上の高さは上柵D高さ迄とL,戸立D長
ざ(幅)を切るには加敷の(はﾆ)なりに戸立よウ
釘5～6本位舳に依った所より下げ振りに（は
た）を引通して見て戸立の上部の所をきめて共
の所から加敷の(はた)へ直線を打って切るので
ある。以下墨の出し方を緋に番號を附して説明
して見るこ,とにする｡(第63E)

加駁

加雛作るには,初め重板と言って垂の根に
付く･板をきめるのである。此の板に敷に記入し
てある戸立の内側と艫敷の曲り目と鱸の開き場
と舳の開き場と水押の接手の内側との位置を正
確に記入するのである。此の位瞳を記入する場
所は先づ舳の開き場と艫の開き場の位澄で板の
、外より敷の溝へ嵌り込むだけ内側に一本，板全
長を通じて直線を出すのであり，此の直線が基
線となって敷に朕り込む所(よりは)を作る本と
なるから線に振れのないやうに眞直に打って遥
かねばならぬ。又板は成るべく根を腿になるや
うに使ふのである。直線が出たら艫の曲り目か
ら戸立の内側迄の長さを一本のしなひ定規で計．
り，此の長さを重板の基線に記してある鱸数．
曲り目から艫に付けて戸立の位置を決定し、蕊
舳の開き場の位置から水押の接手迄、長さを計
り此の長さを重板に記入し，之に依って加敷を●

作って行くのである。
、

此の位置が決定したら，敷で舳の開き場の外
（敷の溝)から艫敷の曲ｳ目敷の外側へ直線を戸
立の所迄引張って見定此のり直線より戸立の四つ
迄いくら離れてゐるか調ぺるので，之を訓ぺる
には戸立の根で(四つ)曲尺を敷の上にのせ曲尺
の短い方を下に向けて舳の開き場の敷Cn外より
瞳敷の曲目の敷の外へ添ふやうに糸を曲尺の短
い方に宛てながら調べて行けば引通しの距離が
分るので此寸法を重板の戸立の所へ記入して置
き次に艫の開場で開き勾配に艫敷の(はね)の高
さに曲尺で直角を出して見ると，開きなりに舶
敷のはねの高さの所でいくら寸法を差引けぱよ

戸立

戸立を作るには敷と同じく矧合せて作るので

ある。初め板幅の中心線を出し敷の四つで中心

線を振り分けに敷の幅を出し戸立の最下部より

敷のめん迄の寸法を記入し，固面に依って戸立

のころびなりに加敷のはたの高さ（下足）を敷

のめんの所から上に取り，此の位置を中心線に

直角に引延して加敷の高さを決るので参る。加

敷の高さが決ったら，戸立の幅(肩)を中心線か

ら振り分けに付けて此の位置から下のめん迄墨
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第 63囮

水押へ基線を出す方法

定規は虞すぐに創る。定規の面へ曲尺を宛てて
糸を直角にする。

(1)番號順に墨をする。

(2)ころびなりに寸法を計る。

(3)釘5,6本より加敷の｢はた｣を引通して戸立
の長さを切る。
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いかといふ差が出るのである。此の差を先き付位置から艫の開き場の位置に直線を打って艫競

けた直線上の戸立(四つ)の位置から差引いた所の張りを作って行けば，艫敷の曲り目から戸立

が，艫の開きをきめて加敷が戸立へ取り付くと迄の（よりは）溝に嵌る所の墨が出来るのであ

きに四つに営るときの賓際の寸法である｡みのる｡鰯64圖）・
珊9開き場げり敷り曲り曰え直線を張る

ー

塁
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守
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写臼心
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１
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第 64岡加

弐に舳を墨を出すのであそ,が，舳も髄と同じ

要領で艫の開き場より舳の開き場へ敷の横へ直

線を張って水押の角(三つ角)でいくら離れてゐ

るか調べて此の寸法を基線上の水押の角へ記し

敷髄の墨

て置き此の位置から舳の開き場の所へ直線を引

き敷の張り諺作れば舳の溝に嵌り込む所（より

は）が出来るのである｡(第65圖） 。

I

⑱

、

第 65岡舳

以上の如くして加敷の(よりは)が出來たら水

押のころびなりを出すのである。水押のとろび
なりを出すには舳の開き場の位置で基線より舳

〔。より心・

へ直線を打ち，此の直線を基に水押のころび寸

法を出して其の寸法を1尺に宛て朕めて行けば

之が舳の開きをきめて加敷を水押しにぬぢ付け

Ｌ
四
画
、

が，昇のの開きぬ寸
唾グフ潅罰甥公〃 ZJ－ごあ

舳
つ

角_XP

グ

ノ

fFl
I

ー

第 66岡
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長さは墨一はいに切らないやう長目にして置き

取り付けながら切って行くのがよいのである。

加敷の重板は根を値に使ってあるから紬の方

は板に(かき)下曲がないふら･(のどはぎ)を付け
るのである｡､シ(Oどはぎ)は板を平らに矧がずに

適當に反らして矧ぎ合せ水押へ付く方の端の縫

釘ば板を水押へねぢ付けてから打つのがよい。

舳の昇の墨が出来たら舳の開き場で加数か仮

中をきめ，瞳の開き場でも幅をき壷戸立の所で

も幅をきめて平滑な墨を出して加敷の幅はきを
るのであるo(第齢圖）

基線から四つ三つの角の差を見る艫は其の差

より(はね)を差引〈舳は當り舳當りより軸の開

き場で開きだけ上げて直線,-此の直線へ水押の
ころびを出して加敷め昇りなりを出す。（これ

を繩の墨といふ)。

上樋

上棚を作るには加敷同様繩の墨で作る方法と

形を取って作る方法とある。上棚を繩の墨で出

すには面倒でもあるし，責際出來上ったものが

正確に出來兼ねるから上棚は形を取って作るが

よい。上棚を形を取って作るには別の形板を便

ふ場合と棚仮の下に使ふ板(重仮といふ)を直接

加敷のはたにあてて，之に形を受けて作る場合

とあるo此の事を(筌宛)といふ｡ー③
筌宛D場合，栩仮は加敷とは反對に重板は私

を水押の方に使ひ，末口を漣に便ふのがよい。
重罐蚕室宛てをするには成るぺ〈長い距離が加
敷のはたに當ろやうにするのがよいのであるが
大抵紬①開場と，艦の開き場の中間位で切れる
(のぎ切れ）ものであるから此の要領で形を取る
のがよい。形を取る場合板の根の方は成るべく
水押の近く迄板の下の方につづを宛てて曲げ込
み舳の開きばの位置で糸を下げて棚D開きをき
めるのである。形板には無理のないやうにしな
ければならない。此のやうにして加敷のはたに
添はぜたら，加敷に當ってゐる所は墨差し易く
墨を付け同痔に釘の位置も正確に記して置くの
である。水押の方は水押のころびなりに板に直
角に曲尺を宛てて水押の内側を出して其謬なり．
に上の方へ上棚D付け止めの位置を差越しで付，
けて置くのである。力畷のはたをはづれた所は
釘の心距毎に曲尺で加敷のはた直角に位置の差
越し寸法を正確に記入して燈き曲尺の届かぬ所
は一定Ca長さの定規を使用して差し越し寸法藍
記入するのである。此の時には舳の開き場と艫
の開き場と戸立の位置をも正しく記入して遥か
ねぽならぬ。此心位置でLI二棚の穂高を作るので
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加敷，敷等を丁寧に形板に取り木材に篇して根

を大きく上に行くに從って深さを少<して作る
ある。此の形が取れ↑ﾆら今一度墨に付け落しの
ないやう調べて見ねばならぬ。此の記入が出來
たら板を取りはづして平

らな臺の上に並べて矧地

を作り，次の板(二枚目）

は根を脆亡使って順糞に

矧地を作って板を合せて

先きに取った重板の差越

しを篇して其の所へ（し

なひ定規）をあてて平滑

な墨を出して加敷のはた

一

涙
曲

刀

’

第69岡

のである。振曲で作る肋骨は根舟深に取り付く

ものを作るによい｡(第69圖）

梶床

祝床を作るには上面は歪のないやうに平;こ削

り戸立に取り付く方は上面の直角に削るのであ

る。梶床の上棚より外に出る部分は幅を一定に

決め，上棚の内側に入る部分は棚の外より多少

幅を炭<作りそれより後を丸形に作る場合と斜

面に作る場合とある。梶床の上棚より外へ出る

長さは地方別に叉は漁業別に依って適當の長さ

とすればよい。梶床の外に出る部分は先きを薄

くし棚の根元で厚く作るのである。梶床の上面

には上棚、外より’5糎位外に出して櫓座を嵌

め櫓座の中心に櫓杭を差して段櫓を漕ぐ装置を

するのである。又梶床の長さの中心には適當の

勾配に梶を差し込む孔を明ける。

根床の上面には梶床を挾み適営の間隔に受け

立つを立て梶の抜き差しに便ならしめるのであ

る。舵孔は勾配に依った楕圓形に上面に墨を出

I

の墨をなし，其の墨より加敷に合さるだけ下に
出して上棚､下部を作るのである。次に艫の開
き場舳の開き場で上棚迄の總高さを調べて其の
高さから加敷の高さ(下足)を差引いて上棚の高
さをきめて，戸立の高さ水押の付け止めの所か
ら，鱸舳の開き場の高へ平滑な墨を出せば上棚
の'商さが出來るのである。

水押に取り付くる部分の上棚下部は形を取
るとき水押にぴったり付いてゐないから上棚を

作って蛮際水押に取り付けるときは三つの角が

はね上るから此の所は按配して形の営りより下

げて世〈のである。_I司棚も加敷も縫釘で矧ぎ合

せるのであるから矧地はよく乾燥させ木殺しを

して矧ぎ合せるのであるr,釘の心距は23～24

緬位が適営である、（第67脚）

根舟梁

根舟梁を作るには根舟梁の取り付く位置で加

敷の幅を調べ，共の幅の中心を記入し其の中心

より雨方へ敷幅を取り又加敷の幅をも正確に記

入し敷の所で加敷の高さ(下足)を加敷の幅の所

迄引き出し共の所より敷幅のめんの所迄墨を張

ればよい。加敷は必ず上面が平らに付いてゐる

とは限らないから加敷の上面をよく調べて直線

を按配して行くのである｡(第68Iml)
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肋骨

肋'1，を作るには形板を使用して形を取る場合

と択曲で形を取って作る場合とある。形板で作
るには形板を肋骨の位置の線に正確に合せ上棚
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して掘乙のであり又受け立の孔は舳へ傾くやう

に掘るのである。（鋪70園）

櫓 床

櫓床は角材で作り上棚より外へ雨方共60糎

位出る長さとし先端には棺床の角だけ中に入れ

て杭木叉木等を立てる四角な孔を掘るのであ

る。上棚より外へ18籾位出して櫓座を朕め櫓

杭を差して櫓を漕ぐ装置とする。楯床の下部は

上木縁りに15粍位切り慨いて嵌め込む溝を作

るのであるっ（第71圖）

ものにて作るをよしとす。作り方は挽荊b面の

‘反りのある方を上棚に乘るやうに作り上部は上

棚の厚さと木縁の外に残るだけの厚さとし，下

部は木縁の厚さに木取り上面の厚さに丸味の方
を削り，此の削り面へ上面より3糎位下げて立
鋸~GI棚の厚さだけ（しやくり挽）下部の厚さ
より削り付けて行けばよいのである。上面水押
の方1米位の所から適當にはねを作るをよしと
す。‘(第72岡）

和舟木材木取りは大燈これで出來上ったので
あるから，次は機會を見て西洋型船の施行法を
詳細に記述して見るととにしたいが,西洋型船
としても木取り等は和舟と同一のものもあるに
依り初心者は和舟を充分研究する必要がある。（第73園）
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